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描
い
た
Ｓ
Ｆ
作
品
「
チ
。
―
地
球

の
運
動
に
つ
い
て
―
」、
昨
年
10

月
か
ら
今
年
３
月
ま
で
全
編
が
ア

ニ
メ
放
送
さ
れ
、
世
界
で
反
響
を

呼
ん
で
い
る
。
科
学
・
哲
学
・
宗

教
、
そ
し
て
暴
力
な
ど
、
重
い
テ

ー
マ
を
扱
っ
た
作
品
で
あ
る
が
、

世
界
メ
デ
ィ
ア
の
評
価
は
高
い
▼

物
語
の
中
盤
で
、
主
役
と
し
て
登

場
す
る
隻
眼
の
修
道
士
は
、
慧
眼

の
従
者
ら
と
の
観
測
で
金
星
の
満

ち
欠
け
発
見
、
さ
ら
に
火
星
の
逆

行
運
動
の
動
態
か
ら
惑
星
の
公
転

軌
道
が
楕
円
で
あ
る
と
解
明
し
、

地
動
説
は
証
明
で
き
る
と
確
信
し

た
。
し
か
し
、
異
端
の
嫌
疑
を
か

け
ら
れ
追
わ
れ
る
身
と
な
り
、
先

人
の
研
究
成
果
を
燃
や
し
国
外
へ

の
逃
亡
を
決
意
す
る
▼
だ
が
、
従

者
は
問
う
。「
自
ら
が
間
違
っ
て

い
る
可
能
性
」
を
肯
定
す
る
姿
勢

が
、
学
術
や
研
究
に
お
い
て
大
事

な
の
で
は
な
い
か
。
私
た
ち
が
解

明
し
た
真
実
の
一
端
も
、
先
人
の

研
究
と
同
じ
く
、
他
者
に
託
し
検

証
の
道
を
残
す
べ
き
だ
。
不
完
全

な
理
論
を
永
遠
の
真
理
だ
と
信
じ

て
殉
じ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
科

学
で
は
な
い
▼
こ
の
シ
ー
ン
は
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
話
題
と
な
り
、
世
界
の
メ

デ
ィ
ア
が
取
り
上
げ
た
こ
と
で
、

本
作
品
が
各
国
で
配
信
数
を
記
録

的
に
伸
ば
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た

▼
「
地
」
人
は
生
ま
れ
た
地
域
の

考
え
こ
そ
真
理
だ
と
信
じ
、

「
血
」
時
に
異
な
る
考
え
を
め
ぐ

り
争
い
が
起
き
た
。「
知
」
し
か

し
、
人
は
対
話
を
通
じ
、
過
ち
を

認
め
合
う
こ
と
で
得
た
「
知
」
を

後
世
に
託
し
、
世
界
の
文
明
を
発

展
さ
せ
て
き
た
▼
平
和
憲
法
の
理

念
こ
そ
、
わ
が
国
の
得
た
「
知
」

で
あ
り
、
私
た
ち
は
後
世
に
託
す

責
務
を
果
た
す
べ
き
だ
。
（
眞
）

15
世
紀
の
欧
州
を

仮
想
舞
台
に
、
禁
忌

と
さ
れ
た
地
動
説
の

研
究
に
命
を
懸
け
た

人
た
ち
の
生
き
様
を
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今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事
参議院選挙にあたっての
保険医の重点要求（案） ４面

８面研
面

究 歯科定例研より
「自家歯牙移植の基礎と臨床」

第105回評議員会　詳報 ６～７面

▲本号同封の『医師・歯科医師のた
めの知っておきたい法律知識』。サー
モンピンクの表紙が目印です！　　

８面に広告８面に広告

　

保
険
診
療
法
制
研
究
会
は
、
15

年
の
立
ち
上
げ
以
来
、
弁
護
士
数

名
が
２
カ
月
に
１
回
程
度
集
ま

り
、
協
会
理
事
長
の
西
山
裕
康
先

生
、
副
理
事
長
の
吉
岡
巌
先
生
に

も
ご
出
席
い
た
だ
い
て
、
保
険
医

に
関
わ
る
様
々
な
法
的
問
題
に
つ

い
て
、
意
見
交
換
を
し
、
勉
強
会

を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
健
康
保
険
法
等
に
基
づ

く
保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
医
等

に
対
す
る
指
導
・
監
査
制
度
の
法

が
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
今
後
も
力

を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
当
研
究
会
で
は
新
た

的
問
題
に
つ
い
て

は
、
２
０
１
９
年

に
「
提
言
」
を
と

り
ま
と
め
、
指
導

に
お
け
る
弁
護
士

帯
同
等
を
通
じ

て
、
適
正
な
指
導

医
師
・
歯
科
医
師
が

「
知
っ
て
お
き
た
い
法
律
知
識
」
が
一
冊
に

保
険
診
療
法
制
研
究
会　

新
冊
子
完
成
！

協
会
顧
問
弁
護
士　
　

野
田　

倫
子

に
、
法
的
知
識
の
冊
子
を
発
刊
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
多
く
の
会
員
の
皆
様
は
、
開

業
す
る
に
あ
た
り
、
テ
ナ
ン
ト
の

賃
貸
借
契
約
、
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

の
発
注
、
医
療
機
器
の
リ
ー
ス
契

約
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
雇
用
、
宣

伝
広
告
、
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

契
約
な
ど
、
経
営
に
関
わ
る
様
々

な
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　

開
業
に
伴
う
契
約
と
も
な
り
ま

す
と
、
通
常
、
そ
れ
ま
で
に
経
験

さ
れ
た
契
約
と
は
比
べ
も
の
に
な

ら
な
い
ほ
ど
に
規
模
は
大
き
く
金

額
は
多
額
と
な
り
、
ひ
と
た
び
、

ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
と
そ
の
影
響
は

小
さ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ス

タ
ッ
フ
の
労
務
問
題
、
患
者
か
ら

の
ク
レ
ー
ム
対
応
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
口
コ
ミ
の
対
応
な
ど
、
開

業
後
も
経
営
に
関
わ
る
法
的
ト
ラ

ブ
ル
に
直
面
す
る
可
能
性
は
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
日
常
的
に
生
じ

得
る
法
的
問
題
に
関
し
、
日
頃
か

ら
基
本
的
な
法
知
識
を
有
し
て
お

く
こ
と
が
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
や
患

者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
の
回
避
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
冊
子
で
は
、
開
業

医
ま
た
は
こ
れ
か
ら
開
業
さ
れ
る

保
険
医
の
皆
様
が
、
直
面
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
各
場
面
に
お
い
て
ト
ラ

ブ
ル
に
な
り
や
す
い
場
面
を
想
定

し
、
紛
争
予
防
的
な
観
点
か
ら
、

法
的
ア
ド
バ
イ
ス
を
で
き
る
限
り

簡
潔
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
手

に
と
っ
て
い
た
だ
き
、
お
役
に
立

て
る
一
冊
に
な
れ
ば
と
執
筆
者
一

同
願
っ
て
い
ま
す
。

※
本
号
に
冊
子
を
同
封
。
お
問
い

合
わ
せ
や
追
加
ご
注
文
は
、
☎
078

―
393
―
１
８
４
０
ま
で

春の共済制度募集春の共済制度募集
好評受付中好評受付中!!!!

ドクターに最適を提供しますドクターに最適を提供します

本号同封本号同封

参
院
選
を
前
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
発
行

医
療
と
暮
ら
し
の
破
壊
に

　

協
会
は
７
月
に
予
定
さ
れ
る
参
議
院
選
挙
を
前

に
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
崩
れ
る
暮
ら
し
と
医
療　

７
月
参
議
院
選
挙
で
問
わ
れ
る
命
の
優
先
順
位
』

を
発
行
し
た
。
本
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
い
ま
医
療

現
場
で
進
行
し
て
い
る
深
刻
な
実
態
と
、
そ
れ
を

加
速
さ
せ
る
政
治
の
責
任
を
明
ら
か
に
し
、
有
権

者
に
対
し
て
「
命
を
守
る
政
治
と
は
何
か
」
を
問

う
も
の
で
、
本
号
に
１
部
同
封
し
て
お
届
け
し
て

い
る
。
下
記
に
内
容
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

NO！
必
要
な
医
療
が

受
け
ら
れ
な
く
な
る
!?

　

物
価
や
人
件
費
の
高
騰
に
対

し
、
診
療
報
酬
は
ほ
と
ん
ど
引
き

上
げ
ら
れ
ず
、
２
０
２
５
年
３
月

の
調
査
で
は
全
国
の
病
院
の
６
割

が
赤
字
に
転
落
し
て
い
た
。
入
院

ベ
ッ
ド
の
削
減
や
診
療
所
の
閉
鎖

も
続
い
て
お
り
、
地
方
を
中
心
に

「
必
要
な
医
療
が
す
ぐ
に
受
け
ら

れ
な
い
地
域
」
が
確
実
に
広
が
っ

て
い
る
。

　

政
府
は
こ
う
し
た
現
実
に
目
を

向
け
る
ど
こ
ろ
か
、
75
歳
以
上
の

高
齢
者
に
対
す
る
医
療
費
負
担
の

引
き
上
げ
を
推
進
し
て
い
る
。
現

の
医
療
ア
ク
セ
ス
を
狭
め
る
危
険

性
が
あ
る
。

先
発
薬
に
「
特
別
料
金
」

　

さ
ら
に
、
２
０
２
４
年
10
月
か

ら
は
「
特
別
料
金
制
度
」（
選
定

療
養
化
）
が
導
入
さ
れ
、
後
発
医

薬
品
が
あ
る
薬
で
先
発
薬
を
選
ん

だ
場
合
、
そ
の
差
額
の
一
部
が
自

己
負
担
と
な
る
。
日
本
維
新
の
会

な
ど
か
ら
は
、
差
額
の
全
額
を
自

己
負
担
と
す
る
べ
き
と
の
意
見
も

出
て
お
り
、
医
療
の
自
由
選
択
に

す
ら
経
済
格
差
が
持
ち
込
ま
れ
つ

つ
あ
る
。

　

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
を
保
険
か
ら
外

す
と
い
う
議
論
も
現
実
味
を
帯
び

て
き
た
。
軽
度
の
症
状
に
は
市
販

薬
で
対
処
せ
よ
と
い
う
方
針
の
裏

に
は
、
大
手
薬
局
や
製
薬
メ
ー
カ

ー
、
民
間
保
険
業
界
の
利
害
が
絡

ん
で
い
る
。
だ
が
、
自
己
判
断
で

の
服
薬
は
高
齢
者
や
慢
性
疾
患
の

患
者
に
と
っ
て
重
大
な
リ
ス
ク
を

孕
み
、
結
果
的
に
重
症
化
や
受
診

遅
れ
を
招
く
こ
と
に
な
り
か
ね
な

い
。裏

金
・
脱
税
、

企
業
優
先
…
…

　

本
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
、
マ
イ

ナ
保
険
証
制
度
を
め
ぐ
る
官
民
癒

着
の
構
造
や
、
政
治
資
金
パ
ー
テ

ィ
ー
に
よ
る
裏
金
問
題
、
企
業
献

金
に
依
存
す
る
政
治
構
造
に
つ
い

て
も
言
及
し
て
い
る
。
社
会
保
障

費
の
抑
制
が
、
こ
う
し
た
「
政
治

と
金
」
の
歪
ん
だ
構
図
の
中
で
進

め
ら
れ
て
い
る
現
実
は
、
看
過
で

き
な
い
。

　

特
に
高
額
療
養
費
制
度
の
見
直

し
案
は
、
政
府
与
党
お
よ
び
維
新

や
国
民
民
主
党
の
一
部
に
よ
っ
て

推
進
さ
れ
た
が
、
患
者
団
体
な
ど

の
反
対
を
受
け
、
選
挙
前
に
は
凍

結
さ
れ
た
。
だ
が
こ
れ
は
一
時
的

な
「
見
送
り
」
に
す
ぎ
ず
、
選
挙

後
に
再
浮
上
す
る
可
能
性
が
高

い
。
私
た
ち
は
こ
の
「
凍
結
」
の

本
質
を
見
誤
っ
て
は
な
ら
な
い
。

待
合
室
に
設
置
等

気
軽
に
ご
活
用
を

　

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
私
た

ち
医
療
者
が
患
者
と
と
も
に
現
実

を
共
有
し
、
政
治
の
流
れ
を
変
え

る
一
助
と
す
べ
く
作
成
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
会
員
各
位
に
も
、
ぜ

ひ
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
活
用

い
た
だ
き
た
い
。
待
合
室
へ
の
設

置
や
、
診
療
中
の
話
題
提
供
な

ど
、
身
近
な
実
践
が
政
治
へ
の
関

心
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
。

※
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
本
号
に
１
部

同
封
し
て
い
ま
す
。
追
加
ご
注
文

は
、
同
封
の
注
文
用
紙
で
、
ま
た

は
☎
078
―
393
―
１
８
０
７
ま
で

以下の保団連リーフレットも同封しています。あわせてご活用ください！
保団連リーフ
「日本の医療・介護
　なーんかおかしくない？」

※どちらも詳しくは、
　４面をご覧ください

保団連リーフ
「医療と
　消費税の関係」

役
並
み
所
得
と
み
な
す
基
準
を

引
き
下
げ
て
３
割
負
担
の
対
象

者
を
増
や
し
、
さ
ら
に
は
収
入

だ
け
で
な
く
「
資
産
」
も
負
担

判
定
の
材
料
と
す
る
方
向
で
議

論
が
進
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、

生
活
の
実
態
を
無
視
し
た
乱
暴

な
制
度
設
計
で
あ
り
、
高
齢
者
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① 10月５日
「保険医協会の紹介とマイナ保険証の
問題点」 西山裕康理事長
３月29日
「窓口負担ゼロの会」
　　 西山裕康理事長＆
 大阪歯科協会　小澤　力理事長

② １月４日
「能登半島地震一年」 足立了平先生
１月11日
「阪神・淡路大震災、30年目の課題」
 上田進久先生

③ 12月７日
「リビング・ウイルとACP（人生会議）」
 豊國剛大先生
12月21日
「マイコプラズマについて」
 森岡芳雄先生

　

協
会
が
提
供
す
る
ラ
ジ
オ
関
西
番
組
「
兵
庫
県
保
険
医
協
会
の
聴

く
医
療
」
は
昨
年
10
月
〜
３
月
の
放
送
を
終
了
し
た
。
去
年
の
日
曜

朝
放
送
か
ら
土
曜
日
朝
６
時
30
分
〜
に
放
送
時
間
を
変
更
。
会
員
や

他
協
会
の
役
員
も
合
わ
せ
て
26
人
が
出
演
し
、
医
療
に
関
わ
る
さ
ま

ざ
ま
な
話
題
を
お
届
け
し
た
。
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
務
め
た
、
元
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
も
あ
る
寺
谷
一
紀

さ
ん
に
全
26
回
の
放
送
を
振
り
返
っ
て
も
ら
い
、「
印
象
に
残
っ
た

放
送
回
」
を
選
ん
で
も
ら
っ
た
。

　

今
期
も
半
年
間
、
番
組
を
通
じ

て
多
く
の
医
療
に
関
す
る
情
報
を

発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
出
演
い
た
だ
い
た
先
生
方
や
保

険
医
協
会
の
関
係
者
の
皆
さ
ま

に
、
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

初
回
と
最
終
回
の
放
送
（
①
）

は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
問
題
点
を

明
快
に
指
摘
し
、
誰
も
が
安
心
し

て
少
な
い
窓
口
負
担
で
医
療
が
受

け
ら
れ
る
社
会
を
目
指
す
と
い

う
、
番
組
コ
ン
セ
プ
ト
に
相
応
し

い
内
容
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
、
単
発
で
は

な
く
継
続
的
に
取
り
上
げ
る
こ
と

は
、
と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。

　

人
の
噂
も
七
十
五
日
な
ど
と
い

う
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
ぐ
ら
い
、
時

間
が
経
て
ば
関
心
が
薄
れ
て
し
ま

う
の
が
世
の
常
。
し
か
し
、
福
祉

や
命
に
関
わ
る
重
大
事
を
、
時
間

経
過
で
風
化
さ
せ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。

　

「
能
登
半
島
地
震
一
年
」
や

「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
30
年
目

の
課
題
」
も
印
象
的
で
し
た

（
②
）。

　

災
害
避
難
時
に
お
け
る
口
腔
ケ

ア
の
大
切
さ
や
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に

よ
る
健
康
被
害
な
ど
、
大
手
メ
デ

ィ
ア
が
取
り
上
げ
な
い
鋭
い
切
り

口
で
、
ま
さ
に
こ
の
番
組
の
真
骨

頂
と
も
言
え
る
企
画
だ
と
思
い
ま

す
。

　

私
自
身
、
こ
の
番
組
が
な
か
っ

た
ら
、
誤
嚥
性
肺
炎
が
災
害
時
の

大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
や
は

り
、
繰
り
返
し
取
り
上
げ
る
こ
と

が
必
須
の
話
題
だ
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
で
、「
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ

に
つ
い
て
」
や
「
リ
ビ
ン
グ
・
ウ

イ
ル
と
Ａ
Ｃ
Ｐ
（
人
生
会
議
）」

は
タ
イ
ム
リ
ー
か
つ
新
鮮
な
話
題

で
し
た
（
③
）。

　

と
り
わ
け
、
感
染
症
の
歴
史
を

長
年
研
究
し
て
き
た
私
と
し
て

は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
来
、
様
々
な
微

生
物
が
か
わ
る
が
わ
る
流
行
を
繰

り
返
す
昨
今
の
状
況
を
注
視
し
て

い
ま
す
。

　

リ
ビ
ン
グ
・
ウ
イ
ル
と
人
生
会

議
に
つ
い
て
は
、
一
般
の
リ
ス
ナ

ー
さ
ん
も
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
か
っ

た
話
で
あ
る
と
同
時
に
、
こ
れ
か

ら
の
超
高
齢
社
会
で
避
け
て
通
れ

な
い
取
り
組
み
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
リ
ス
ナ
ー
さ
ん

に
と
っ
て
有
意
義
な
、
発
見
の
多

い
番
組
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま

す
！

寺谷さんが選ぶ寺谷さんが選ぶ
印象に残った放送回印象に残った放送回

フリーアナウンサー
医療ジャーナリスト

寺谷 一紀さん

ラジオ関西番組「聴く医療」（24年10月～25年３月）を振り返る

鋭い視点で医療・災害・福祉など
多岐にわたるテーマを取り上げ

「兵庫県保険医協会の聴く医療」YouTubeで配信中！
　放送はすべてYouTubeでご覧いただけます。患者さんに
知らせるなど、ご活用ください。

兵庫県保険医協会 聴く医療 または右の二次元コードから検索

追加注文・お問い合わせは、☎078－393－1807まで

　政府は2023年度から27年度まで43兆円もの予算を防衛
費につぎ込み、医療・社会保障予算をはじめとする国民
の暮らしへの予算配分を圧迫しています。
　こうした政府の動きに対して、新たに「税金はくらし
の拡充に　戦争準備の軍拡は中止して、憲法、平和、い
のち、くらしを守る政治への転換を求める請願署名」
（「大軍拡反対」請願署名）が提起されました。協会は
この提起に応えて、新しい署名に取り組みます。
　今夏の参議院選挙に向けて「戦争準備の軍拡は中止」「いのち、くらしを守
る政治への転換を」の声を広げることが重要です。本号に署名用紙を同封して
おりますので、ぜひご協力ください。

　

診
療
報
酬
マ
イ
ナ
ス
改
定
に
物

価
高
が
加
わ
り
経
営
が
極
め
て
厳

し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
医
療
機

関
へ
の
緊
急
財
政
措
置
、
従
来
の

保
険
証
使
用
継
続
、
資
格
確
認
書

の
一
律
発
行
、
保
険
で
よ
り
良
い

歯
科
医
療
の
実
現
を
求
め
、
協
会

・
保
団
連
は
５
月
15
日
、
中
央
要

請
行
動
を
実
施
。
兵
庫
協
会
か
ら

白
岩
一
心
副
理
事
長
、
小
寺
修
評

議
員
、
川
西
敏
雄
参
与
が
参
加
し

た
。

き
こ
（
れ
い
わ
）
各
衆
議
院
議
員

と
大
門
実
紀
史
参
議
院
議
員
（
共

産
）
と
面
談
し
た
。

　

井
坂
議
員
は
「
年
金
改
正
法
案

が
与
党
か
ら
や
っ
と
示
さ
れ
た
。

生
活
に
関
わ
る
重
要
な
課
題
な
の

に
、
参
議
院
選
挙
を
見
据
え
先
延

ば
し
に
さ
れ
て
き
た
。
現
役
世
代

や
若
者
の
年
金
を
き
ち
ん
と
保
障

す
る
た
め
し
っ
か
り
議
論
し
て
い

き
た
い
」
と
し
た
。

　

桜
井
議
員
は
保
険
証
に
つ
い
て

「
保
険
者
に
よ
っ
て
は
間
も
な
く

期
限
が
到
来
し
、
医
療
現
場
で
は

さ
ら
な
る
混
乱
が
起
き
る
こ
と
を

懸
念
し
て
い
る
。
従
来
の
保
険
証

を
守
っ
て
い
く
た
め
力
を
尽
く

す
」
と
述
べ
た
。

　

橋
本
議
員
は
消
費
税
に
つ
い
て

「
党
と
し
て
は
食
料
品
の
消
費
税

ゼ
ロ
％
を
掲
げ
て
い
る
が
、
個
人

的
に
は
こ
れ
が
ベ
ス
ト
だ
と
は
考

え
て
い
な
い
。
一
律
減
税
、
一
律

ゼ
ロ
％
、
イ
ン
ボ
イ
ス
の
廃
止
を

目
指
し
て
い
き
た
い
」。
保
険
証

に
つ
い
て
「
復
活
法
案
を
提
出
し

た
。
野
党
で
一
致
し
て
実
現
し
た

い
」
と
し
た
。

　

池
畑
議
員
は
「
企
業
・
団
体
献

金
は
廃
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」「
食
料
自
給
率
も
重
要
な
問

題
だ
。
兵
庫
県
は
神
戸
牛
が
世
界

的
に
も
有
名
だ
が
、
実
際
に
は
酪

農
家
は
後
継
者
が
お
ら
ず
困
難
を

抱
え
て
い
る
。
抜
本
的
な
対
策
が

必
要
だ
」
と
し
た
。

　

大
石
議
員
は
消
費
税
に
つ
い
て

「
各
党
が
さ
ま
ざ
ま
な
案
を
出
し

て
い
る
が
消
費
税
は
廃
止
し
か
な

い
」
な
ど
と
訴
え
た
。

　

大
門
議
員
と
は
「
自
民
・
公
明

・
維
新
の
医
療
費
４
兆
円
削
減
計

画
は
大
問
題
」「
次
の
参
議
院
選

挙
で
命
や
健
康
を
守
る
政
治
に
転

換
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な

ど
と
意
見
交
換
し
た
。

「
保
険
証
を
使
い
続
け
た
い
」

署
名
１
８
８
万
筆
提
出

　

保
団
連
や
中
央
社
保
協
は
衆
議

院
第
二
議
員
会
館
内
で
、「
保
険

証
を
使
い
続
け
た
い
！
」
署
名
提

出
集
会
を
実
施
。
現
地
、
オ
ン
ラ

イ
ン
含
め
全
国
４
２
０
人
が
参
加

し
１
８
８
万
５
５
９
４
筆
の
署
名

を
提
出
し
た
。

　

竹
田
智
雄
保
団
連
会
長
が
ト
ラ

ブ
ル
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
報

告
。「
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限

切
れ
」
が
前
回
調
査
よ
り
大
幅
に

増
え
て
お
り
、
今
後
も
窓
口
で
の

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
と
し
た
。
ま
た
、
ト
ラ
ブ

ル
時
に
は
従
来
の
保
険
証
で
資
格

確
認
を
行
っ
て
い
る
医
療
機
関
が

８
割
に
の
ぼ
り
、
７
割
が
従
来
の

保
険
証
の
復
活
・
併
用
を
求
め
て

い
る
と
し
、
受
療
権
を
守
る
た
め

に
従
来
の
保
険
証
を
使
い
続
け
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
求
め

た
。

　

ま
た
、
介
護
分
野
、
障
害
者
団

体
か
ら
も
「
世
田
谷
区
と
渋
谷
区

が
各
国
保
加
入
者
す
べ
て
に
資
格

確
認
書
の
発
行
を
決
め
た
。
他
の

自
治
体
・
保
険
者
も
あ
と
に
続
く

よ
う
運
動
を
す
す
め
よ
う
」
な
ど

の
発
言
が
あ
っ
た
。

　

立
憲
、
共
産
、
れ
い
わ
の
国
会

議
員
が
13
人
参
加
し
「
従
来
の
保

険
証
の
廃
止
は
や
は
り
失
敗
だ
っ

た
。
す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て
医

療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
守
る
の
が

政
府
の
役
割
だ
」
な
ど
と
発
言
し

た
。

　

当
日
は
井
坂
信
彦
・
桜
井
周
・

橋
本
慧
悟
（
い
ず
れ
も
立
憲
）、

池
畑
浩
太
朗
（
維
新
）、
大
石
あ

す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

従
来
の
保
険
証
継
続
の
実
現
を

５・15
中央要請行動

「
現
役
世
代
や
若
者
の
年
金
を
保
障

す
る
た
め
し
っ
か
り
議
論
を
」
と

述
べ
た
井
坂
議
員
（
左
２
人
目
）

「
従
来
の
保
険
証
を
守
っ
て
い
く
た
め

力
を
尽
く
す
」
と
応
じ
た
桜
井
議
員

（
左
２
人
目
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
消
費
税
一
律
減
税
を
目
指
し
て
い

き
た
い
」
と
し
た
橋
本
議
員
（
右
２

人
目
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
企
業
・
団
体
献
金
は
廃
止
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
池
畑
議

員
（
左
２
人
目
）　
　
　
　
　
　
　

「
医
療
費
４
兆
円
削
減
計
画
は
大
問

題
」
と
応
じ
た
大
門
議
員
（
右
２
人

目
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
消
費
税
は
廃
止
し
か
な
い
」
と

述
べ
た
大
石
議
員
（
右
２
人
目
）

「大軍拡反対」請願署名にご協力を
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国
際
部
は
４
月
20
日
に
「
や
さ

し
い
日
本
語
」
実
地
研
修
会
を
協

会
会
議
室
と
ウ
ェ
ブ
配
信
の
併
用

で
開
催
。
あ
わ
せ
て
18
人
が
参
加

し
、
患
者
役
の
外
国
人
を
相
手

に
、
診
療
の
現
場
を
想
定
し
た
ロ

ー
ル
プ
レ
イ
を
行
っ
た
。
半
田
伸

夫
先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

参
加
し
た
。

　

「
や
さ
し
い
」
に
は
優
し
い
、

と
易
し
い
の
二
つ
の
意
味
が
あ

　

初
夏
の
日
差
し
の
日
、
上
記
研

修
会
に
現
地
参
加
し
た
。
近
年
日

本
語
に
堪
能
で
な
い
外
国
人
が
増

え
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
難
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
も
多

い
。
外
国
人
向
け
日
本
語
教
師
の

グ
ル
ー
プ
、「
関
西
ろ
く
ぶ
ん
の

ろ
く
」
が
進
め
て
い
る
「
や
さ
し

い
日
本
語
」
を
、
医
療
現
場
で
活

か
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
で

江
原
さ
ん
、
古
田
さ
ん
と
司
会
の

高
橋
さ
ん
に
指
導
し
て
い
た
だ
い

た
。
知
っ
て
お
く
と
大
変
役
立
つ

取
り
組
み
だ
と
思
っ
た
。
今
後
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
の

一
助
と
し
た
い
。

 

【
西
宮
市　

半
田　

伸
夫
】

る
。
最
初
に
そ
の
内
容
の
講
義
が

あ
っ
た
。
は
さ
み
の
法
則
が
あ

る
。「
は
」
は
っ
き
り
言
う
。

「
さ
」
さ
い
ご
ま
で
言
う
。

「
み
」
み
じ
か
く
言
う
。
敬
語
や

丁
寧
語
は
な
る
べ
く
使
わ
ず
、
で

す
、
ま
す
、
で
区
切
る
。
図
や
ジ

ェ
ス
チ
ャ
ー
を
使
う
な
ど
の
説
明

を
受
け
た
。

　

そ
の
後
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
さ
ん
、

グ
ル
ナ
ラ
さ
ん
、
ハ
ニ
フ
さ
ん
と

い
う
、
日
本
語
が
そ
れ
ほ
ど
上
手

で
な
い
３
人
が
、
病
院
を
受
診
し

た
際
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
行
っ

た
。
受
診
動
機
や
、
処
置
の
説
明

な
ど
を
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
で

説
明
す
る
の
だ
が
、
な
か
な
か
難

し
い
。
結
局
英
語
交
じ
り
で
説
明

し
た
り
、
翻
訳
ア
プ
リ
を
駆
使
し

た
り
、
図
を
使
っ
た
り
、
ボ
デ
ィ

ラ
ン
ゲ
ー
ジ
し
た
り
な
ど
、
参
加

者
全
員
四
苦
八
苦
し
て
対
応
し

た
。

　

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
（
な
ぜ
か

日
本
語
で
な
い
）
の
田
中
さ
ん
、

感 想 文

感 想 文

感 想 文

感 想 文

知
っ
て
お
く
と
大
変
役
に
立
ち

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
も
ア
ッ
プ

貧
困
放
置
の
日
本
は

先
進
国
に
値
す
る
か
？

矯
正
治
療
の
最
前
線
を
知
る

自
家
歯
牙
移
植
と
い
う

選
択
肢
を

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
」
兵
庫
連
絡
会
・
市
民
学
習
会

４
月　

歯
科
定
例
研
究
会

５
月　

歯
科
定
例
研
究
会

Zoomで楽しく研修会を振り返る参加者

　

歯
科
部
会
は
４
月
27
日
、
協
会

会
議
室
で
定
例
研
究
会
「
加
速
矯

正
に
よ
る
治
療
期
間
短
縮
の
コ
ン

セ
プ
ト
」
を
開
催
。
東
京
都
・
二

子
玉
川
矯
正
歯
科
院
長
の
北
村
敦

先
生
を
講
師
に
、
25
人
が
参
加
し

た
。
参
加
し
た
う
し
じ
ま
歯
科
・

矯
正
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
牛
嶋
星

地
先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

協
会
な
ど
で
構
成
す
る
「
保
険

で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
」
兵
庫

連
絡
会
は
４
月
13
日
に
市
民
学
習

会
「
子
ど
も
の
貧
困
と
健
康
・
医

療
〜
特
に
『
ひ
と
り
親
世
帯
』
の

現
状
と
施
策
に
つ
い
て
〜
」
を
開

催
し
た
。（
本
紙
５
月
５
日
号
既

報
）。
参
加
し
た
冨
永
弘
久
先
生

の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

今
回
の
講
師
の
藤
原
千
沙
先
生

は
法
政
大
学
「
大
原
社
会
問
題
研

究
所
」
教
授
、
実
は
こ
の
大
原
社

会
問
題
研
究
所
、
あ
の
倉
敷
の
大

原
孫
三
郎
氏
の
１
９
１
９
年
設
立

を
起
源
と
し
、
社
会
科
学
分
野
で

は
日
本
で
最
も
古
い
歴
史
を
持
つ

民
間
研
究
機
関
で
あ
る
こ
と
を
こ

の
機
会
に
知
り
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
厚
生
労
働
省
や
日

本
政
府
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
各
国
の
客
観

的
な
デ
ー
タ
を
基
に
し
て
、
日
本

の
貧
困
率
（
15
・
４
％
）、
子
ど

も
の
貧
困
率
（
11
・
５
％
）、
ひ

と
り
親
世
帯
の
貧
困
率
（
44
・
５

％
）、
母
子
世
帯
就
労
率
（
86
・

３
％
）、
政
府
の
所
得
再
分
配
に

よ
る
貧
困
削
減
効
果
（
54
％
）、

家
事
労
働
の
男
女
比
（
女
／
男
＝

４
・
43
倍
）、
等
の
指
標
を
年
次

推
移
あ
る
い
は
国
際
比
較
を
通
し

て
明
示
し
て
、
日
本
の
貧
困
の
実

相
、
そ
の
特
殊
性
を
浮
き
彫
り
に

さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
の
貧
困
率
は
米
国
と
並
ん

で
先
進
国
で
は
最
多
、
中
で
も
ひ

と
り
親
世
帯
の
貧
困
が
際
立
っ
て

お
り
、
し
か
も
「
働
い
て
い
る
の

に
貧
困
」
で
、
か
つ
、「
家
事
労

働
（
子
ど
も
の
ケ
ア
も
含
む
）
は

女
性
が
担
っ
て
当
た
り
前
」
の
社

会
が
続
い
て
い
る
と
い
う
実
相
で

す
。
先
進
国
の
中
で
も
奇
異
に
見

ら
れ
る
こ
の
事
象
「
ひ
と
り
親
世

帯
の
親
が
長
時
間
労
働
の
下
に
置

か
れ
る
と
一
体
子
ど
も
の
ケ
ア
は

誰
が
す
る
の
？
」
は
、
実
は
「
子

ど
も
の
ケ
ア
が
欠
如
し
た
社
会
」

を
意
味
し
ま
す
。

　

日
本
は
先
進
国
と
い
う
に
は
恥

ず
か
し
い
国
の
ま
ま
な
の
だ
と
改

め
て
思
い
知
り
ま
し
た
。
大
変
イ

ン
パ
ク
ト
の
あ
る
学
び
の
機
会
で

し
た
が
、
実
は
私
に
と
っ
て
は
も

う
一
つ
改
め
て
学
ん
だ
事
項
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
は
政
府
に
よ
る

所
得
再
分
配
の
効
用
、
日
本
で
も

貧
困
率
を
33
・
６
％
か
ら
15
・
４

％
に
46
％
も
低
減
（
経
済
格
差
の

緩
和
）
す
る
実
態
が
あ
る
こ
と
で

し
た
。

　

「
腐
っ
て
も
鯛
」、
国
家
機
関

と
い
う
の
は
自
公
政
権
の
下
で
も

こ
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
だ
と

改
め
て
学
び
ま
し
た
。
現
代
ほ
ど

経
済
格
差
の
広
が
っ
た
も
と
で

は
、
社
会
に
お
け
る
政
府
の
役
割

（
企
業
の
役
割
も
で
す
が
）
の
さ

ら
な
る
発
揮
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ

う
と
し
み
じ
み
思
い
ま
す
。

 

【
尼
崎
市　

冨
永　

弘
久
】

◇
出
席　

27
人

◇
報
告
・
確
認
事
項　

第
１
０
５

回
評
議
員
会　

５
／
18
、
特
別
講

演
「『
台
湾
有
事
』
を
起
こ
さ
せ

な
い
た
め
に
」
講
師
：
前
泊
博
盛

沖
縄
国
際
大
学
教
授
、
議
案
等
の

討
議
・
確
認
の
日
程
、
次
期
役
員

選
出
、
会
務
報
告
が
提
案
、
確
認

さ
れ
た
。

◇
情
勢　

厚
生
労
働
省
は
、「
高

額
療
養
費
制
度
の
在
り
方
に
関
す

る
専
門
委
員
会
（
仮
称
）」
を
医

療
保
険
部
会
の
下
に
設
置
す
る
。

患
者
負
担
増
に
関
す
る
議
論
は
秋

ご
ろ
に
再
検
討
。

◇
医
療
運
動
対
策　

参
議
院
選
挙

向
け
政
策
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
命
の

優
先
順
位
』
を
作
成
す
る
こ
と
を

提
案
し
、
了
承
さ
れ
た
。

◇
歯
科
部
会
・「
保
険
で
よ
り
良

い
歯
科
医
療
を
」
兵
庫
連
絡
会　

①
「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療

を
」
全
国
連
絡
会
署
名
提
出
集
会

（
６
／
５
）
に
参
加
し
、「
保
険

で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
の
実
現
を

求
め
る
請
願
署
名
」
を
提
出
す
る

こ
と
、
②
第
２
回
歯
科
社
保
学
習

会
「
基
本
診
療
料
、
医
学
管
理
」

（
４
／
13
、
講
師
：
川
村
副
理
事

長
、
小
松
・
多
田
両
理
事
）
を
開

催
し
た
こ
と
、
③
毎
日
放
送
の
報

道
・
情
報
番
組
『
よ
ん
チ
ャ
ン
Ｔ

Ｖ
』
か
ら
の
取
材
依
頼
に
応
え
、

出
演
し
た
こ
と
（
５
月
７
日
放

送
）
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
災
害
対
策　

全
国
災
対
連
「
被

災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
の
抜
本

的
拡
充
を
求
め
る
請
願
署
名
」
に

取
り
組
む
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。

◇
九
条
の
会
・
兵
庫
県
医
師
の
会

　

「『
貧
国
強
兵
』
化
す
る
日
本

―
安
全
保
障
の
あ
り
方
を
問
う

―
」（
５
／
24
、
講
師
：
宮
﨑
礼

二
明
海
大
学
准
教
授
）
へ
の
参
加

が
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

 

（
５
月
10
日　

理
事
会
よ
り
）

　

今
回
は
、
Ｒ
Ａ
Ｐ
（Regional 

Acceleratory Phenomenon

、

局
所
再
生
促
進
現
象
）
効
果
の
素

晴
ら
し
さ
に
感
銘
を
受
け
た
セ
ミ

ナ
ー
で
あ
っ
た
。
Ｒ
Ａ
Ｐ
効
果
は

矯
正
治
療
期
間
の
短
縮
、
効
率
的

な
歯
の
移
動
、
矯
正
治
療
に
よ
る

痛
み
の
軽
減
に
つ
な
が
り
、
患

者
、
医
院
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
大

き
い
と
感
じ
た
。

　

当
院
で
も
コ
ル
チ
コ
ト
ミ
ー

（
歯
槽
骨
皮
質
骨
切
除
術
）
や
コ

ル
チ
シ
ジ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る

が
、
北
村
先
生
の
症
例
の
す
ご
さ

に
は
圧
倒
さ
れ
た
。

　

ピ
エ
ゾ
ト
ー
ム
を
用
い
た
ピ
エ

ゾ
シ
ジ
ョ
ン
の
ほ
う
が
、
バ
ー
を

用
い
る
よ
り
骨
密
度
が
増
加
し
、

ピ
エ
ゾ
シ
ジ
ョ
ン
の
前
に
コ
ル
チ

シ
ジ
ョ
ン
を
行
う
と
オ
ペ
時
間
の

ン
（
振
動
加
速
矯
正
）
に
つ
い
て

は
、
当
院
で
も
今
後
マ
ウ
ス
ピ
ー

ス
矯
正
で
併
用
し
て
い
く
予
定
な

の
で
、
経
過
を
追
っ
て
い
き
た

い
。

 

【
灘
区
・
歯
科　

牛
嶋　

星
地
】

短
縮
と
歯
根
を
傷
つ
け
な
い
こ

と
が
わ
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
骨
火
傷
の
リ
ス
ク

は
あ
る
の
で
、
し
っ
か
り
と
注

水
を
行
わ
な
い
と
い
け
な
い
と

感
じ
た
。

　

ま
た
、
コ
ル
チ
シ
ジ
ョ
ン
と

結
合
組
織
移
植
術
（
Ｃ
Ｔ
Ｇ
）

等
の
歯
周
組
織
再
生
療
法
の
併

用
の
有
効
性
も
感
じ
た
。

　

矯
正
中
の
バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ

矯
正
治
療
の
期
間
短
縮
法
を

説
明
し
た
北
村
先
生　
　
　

「
歯
の
健
康
相
談
」
で
市
民
の

悩
み
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
た　

　

歯
科
部
会
は
、
５
月
11
日
、
協

会
会
議
室
で
定
例
研
究
会
「
自
家

歯
牙
移
植
の
基
礎
と
臨
床
〜
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
と
自
家
歯
牙
移
植
の
棲

み
分
け
〜
」
を
開
催
。
滋
賀
県
・

泉
歯
科
医
院
院
長
の
泉
英
之
先
生

を
講
師
と
し
て
、
60
人
（
来
場
15

人
／
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
45
人
）
が
参
加
し

た
（
８
面
に
講
演
録
を
掲
載
）。

安
藤
将
先
生
の
感
想
を
紹
介
す

る
。

　

こ
の
数
年
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
の

登
場
に
よ
り
歯
科
業
界
に
お
い
て

も
エ
ポ
ッ
ク
メ
イ
キ
ン
グ
が
起
き

て
い
ま
す
。
自
家
歯
牙
移
植
に
お

い
て
は
、
Ｃ
Ｔ
デ
ー
タ
か
ら
移
植

の
ド
ナ
ー
歯
の
レ
プ
リ
カ
を
作
成

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
簡
便

で
移
植
歯
の
歯
根
膜
の
ダ
メ
ー
ジ

を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
講
師
で
あ
る
泉
英
之
先

生
は
、
外
傷
歯
と
自
家
歯
牙
移
植

の
第
一
人
者
で
も
あ
る
月
星
光
博

先
生
と
共
に
歯
科
界
を
牽
引
さ
れ

て
お
ら
れ
ま
す
。
今
回
は
外
傷
か

ら
派
生
し
た
「
自
家
歯
牙
移
植
」

に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

前
半
で
は
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
vs.

自
家
歯
牙
移
植
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
ど
ん
な
治
療
法
に
お
い
て
も

１
０
０
％
成
功
と
い
う
も
の
は
な

い
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
点
欠

点
の
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。
歯
根

ら
根
管
治
療
を
開
始
し
い
つ
ま
で

に
終
了
さ
せ
る
か
、
ま
た
移
植
歯

と
移
植
さ
れ
た
部
位
の
歯
肉
弁
の

緊
密
な
封
鎖
の
重
要
性
な
ど
に
つ

い
て
の
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
自
家
歯
牙
移
植
が
世
界
的

に
再
評
価
さ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
、
や
っ
と
世
界
が
月
星
先
生
に

追
い
つ
い
た
と
泉
先
生
が
お
っ
し

ゃ
っ
た
こ
と
が
大
変
印
象
に
残
り

ま
し
た
。

 

【
姫
路
市
・
歯
科　

安
藤　

将
】

膜
の
重
要
性
を
改
め
て
再
認
識

し
ま
し
た
。

　

後
半
で
は
、
適
応
症
と
術
式

の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
患

者
さ
ん
の
年
齢
に
よ
り
成
功
率

は
左
右
さ
れ
る
と
い
う
点
を
充

分
に
理
解
い
た
だ
く
こ
と
、
適

切
な
ド
ナ
ー
と
な
る
歯
根
の
形

態
、
移
植
床
の
形
成
、
歯
根
完

成
歯
を
移
植
し
た
場
合
い
つ
か

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
と
自
家
歯
牙
移
植
そ
れ

ぞ
れ
の
利
点
を
説
明
し
た
泉
先
生　
　

国
際
部
／「
や
さ
し
い
日
本
語
」
実
地
研
修
会

歯
科
医
師
募
集

◇
神
戸
市
中
央
区
中
山
手
通

７
―
25
―
43

◇
正
職
員
、
パ
ー
ト
い
ず
れ

も
選
択
可
能

◇
詳
細
は
当
院
求
人
サ
イ
ト

か
ら

https://doctorsfile.jp/
jobs/h/165030/offer/

☎
078
―
351
―
６
４
１
１　

院

長
・
湯
川
ま
で

日　時　６月22日（日）14時～17時15分　　会　場　協会会議室
14時～　社保学習会　講師：協会歯科社保講師陣
16時15分～　臨床談話会　話題提供
　　　　　　 「高齢者における歯科用骨形態評価プログラムを 

使用した骨粗鬆症リスクの評価」
 三田市・大槻歯科医院院長　大槻榮人先生

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809まで

第３回歯科社保学習会＆歯科臨床談話会「検査、画像診断、投薬、処置、手術」



(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞 第２１０３号２０２５年(令和７年)６月５日(毎月３回５・15・25日発行) （４）

　参議院選挙で大きな争点と
なる消費税の実状、社会保障
の充実のためと増税されてい
る一方で社会保障は改悪の連
続であること、医療費と消費
税の関係（「損税」の解説）
など消費税について詳しく解
説しています。

　

兵
庫
県
保
険
医
協
会
は
５
月
24
日
の
第
１
２
１
０
回
理
事
会
で
、

７
月
に
実
施
が
予
定
さ
れ
る
参
議
員
選
挙
に
向
け
て
、「
２
０
２
５

年
参
議
院
選
挙
に
あ
た
っ
て
の
保
険
医
の
重
点
要
求
（
案
）」
を
承

認
し
た
。
こ
の
要
求
（
案
）
を
各
候
補
者
に
示
し
、
見
解
を
求
め

る
。
要
求
（
案
）
全
文
を
掲
載
す
る
。

　

今
次
参
議
院
選
挙
に
あ
た
り
、

私
た
ち
保
険
医
は
、
こ
れ
ま
で
の

医
療
・
社
会
保
障
費
抑
制
政
策
を

転
換
し
、
国
民
の
い
の
ち
と
暮
ら

し
を
守
る
政
治
の
実
現
を
強
く
求

め
る
。

　

２
０
２
４
年
度
診
療
報
酬
改
定

で
は
、
依
然
と
し
て
実
質
的
な
マ

イ
ナ
ス
改
定
が
続
き
、
医
療
機
関

の
経
営
環
境
は
一
層
悪
化
し
て
い

る
。
感
染
症
対
策
費
の
打
ち
切

り
、
物
価
高
騰
や
人
件
費
上
昇
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
止
ま
り
に

加
え
て
、
医
療
Ｄ
Ｘ
対
応
義
務
化

な
ど
の
新
た
な
負
担
が
医
療
現
場

に
の
し
か
か
っ
て
お
り
、
地
域
医

療
の
存
続
す
ら
危
ぶ
ま
れ
る
深
刻

な
事
態
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
２
０
２
４
年
か
ら
始
ま

っ
た
後
発
医
薬
品
の
選
定
療
養
費

化
や
、
凍
結
さ
れ
て
い
る
も
の
の

高
額
療
養
費
制
度
の
改
悪
方
針

は
、
公
的
保
険
の
枠
組
み
を
徐
々

に
解
体
し
、
市
民
の
受
療
権
を
大

き
く
脅
か
す
も
の
で
あ
る
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
一
体
化
し
た

「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
へ
の
移
行

も
、
制
度
不
備
と
国
民
の
不
信
の

中
で
強
行
さ
れ
、
国
民
皆
保
険
制

度
の
根
幹
が
揺
ら
い
で
い
る
。

　

政
府
・
与
党
は
さ
ら
に
、
金
融

資
産
に
応
じ
た
負
担
増
や
、
医
学

部
定
員
の
削
減
、
保
険
給
付
範
囲

の
見
直
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用

料
２
割
負
担
の
拡
大
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
へ
の
利
用
者
負
担
導

入
、
軽
度
者
向
け
サ
ー
ビ
ス
の
地

域
支
援
事
業
移
行
な
ど
、
一
貫
し

て
社
会
保
障
削
減
路
線
を
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
。
私
た
ち
は
、
こ

う
し
た
医
療
・
社
会
保
障
費
抑
制

政
策
を
直
ち
に
中
止
し
、
医
療
・

介
護
の
拡
充
、
患
者
・
国
民
負
担

の
軽
減
を
強
く
求
め
る
。

　

一
方
、
政
府
は
過
去
最
大
と
な

る
防
衛
予
算
を
計
上
し
、
敵
基
地

攻
撃
能
力
の
保
有
、
自
衛
隊
の
統

合
作
戦
司
令
部
の
設
置
、
武
器
輸

出
の
さ
ら
な
る
解
禁
な
ど
、
憲
法

９
条
を
踏
み
に
じ
る
軍
拡
路
線
を

急
速
に
推
進
し
て
い
る
。
２
０
２

５
年
４
月
の
日
米
首
脳
会
談
で

は
、
自
衛
隊
の
指
揮
権
ま
で
も
米

軍
に
事
実
上
一
体
化
さ
せ
る
姿
勢

が
示
さ
れ
、
日
本
の
主
権
が
根
幹

か
ら
揺
ら
ぎ
か
ね
な
い
事
態
に
至

っ
て
い
る
。
被
爆
80
年
の
節
目
を

迎
え
る
中
で
、
こ
う
し
た
動
き
は

平
和
国
家
と
し
て
の
歩
み
に
逆
行

す
る
も
の
で
あ
り
、
断
じ
て
容
認

で
き
な
い
。

　

ま
た
、
自
民
党
派
閥
に
よ
る
政

治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
裏
金
事
件
に

対
し
、
政
府
・
与
党
が
抜
本
的
な

再
発
防
止
策
を
講
じ
て
い
な
い
こ

と
は
、
政
治
の
モ
ラ
ル
の
崩
壊
と

民
主
主
義
の
劣
化
を
象
徴
し
て
い

る
。
旧
統
一
教
会
と
の
癒
着
も
未

解
決
の
ま
ま
で
あ
り
、
政
治
の
信

頼
は
大
き
く
損
な
わ
れ
て
い
る
。

　

２
０
２
４
年
の
衆
議
院
総
選
挙

の
結
果
、
与
党
は
議
席
を
減
ら
し

た
も
の
の
、
日
本
維
新
の
会
や
国

民
民
主
党
な
ど
が
「
改
革
」
路
線

を
掲
げ
て
一
定
の
影
響
力
を
持

ち
、
実
質
的
に
与
党
の
補
完
勢
力

と
し
て
機
能
す
る
構
図
が
強
ま
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
勢
力
は
患
者

負
担
増
、
公
的
医
療
費
の
抑
制
な

ど
を
推
進
し
て
お
り
、
医
療
の
公

共
性
を
損
な
う
重
大
な
懸
念
が
あ

る
。

　

特
に
日
本
維
新
の
会
は
、
２
０

２
５
年
２
月
に
発
表
し
た
「
社
会

保
険
料
を
下
げ
る
改
革
案
（
た
た

き
台
）」
に
お
い
て
、
医
療
費
の

自
己
負
担
割
合
引
き
上
げ
や
保
険

給
付
範
囲
の
見
直
し
な
ど
を
通
じ

て
、
国
民
医
療
費
を
２
０
３
０
年

度
ま
で
に
４
兆
円
削
減
す
る
方
針

を
明
記
し
て
お
り
、
そ
の
実
現
に

あ
る
。
私
た
ち
は
、
こ
う
し
た
政

治
勢
力
の
伸
長
が
国
民
の
い
の
ち

と
暮
ら
し
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
を
深
く
憂
慮
す
る
。

　

私
た
ち
は
い
の
ち
と
健
康
を
守

①
地
域
の
医
療
機
関
を
守
る
た

め
、
期
中
改
定
を
行
い
、
診
療
報

酬
を
抜
本
的
に
増
や
す
こ
と
。

②
急
性
期
病
床
削
減
あ
り
き
の
地

域
医
療
構
想
策
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
都
道
府
県
に
押
し
付
け
な
い
こ

と
。

③
地
域
医
療
構
想
に
、
都
道
府
県

が
、
地
域
の
住
民
は
も
と
よ
り
地

域
の
医
療
関
係
者
の
意
見
を
十
分

に
反
映
さ
せ
、
災
害
や
新
興
感
染

症
対
策
を
見
越
し
て
余
力
を
持
っ

た
病
床
数
を
将
来
推
計
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
。

④
地
域
医
療
構
想
の
中
で
、
公
立

・
公
的
病
院
の
役
割
を
評
価
し
、

無
理
な
統
廃
合
を
行
わ
な
い
こ

と
。

⑤
医
師
不
足
を
解
消
す
る
と
と
も

に
相
次
ぐ
医
師
の
過
労
死
を
防
ぐ

た
め
、
医
師
、
看
護
師
な
ど
の
養

成
数
を
増
や
す
こ
と
。

⑥
従
来
の
健
康
保
険
証
を
存
続
さ

せ
る
と
と
も
に
、
医
療
機
関
に
医

療
Ｄ
Ｘ
に
係
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入

を
強
制
し
た
り
、
そ
れ
に
伴
う
金

銭
的
人
的
負
担
を
押
し
付
け
な
い

こ
と
。

⑦
患
者
負
担
増
計
画
を
撤
回
し
、

医
療
費
窓
口
負
担
割
合
を
引
き
下

げ
る
こ
と
。
子
ど
も
の
医
療
費
窓

向
け
て
自
民
党
・
公
明
党
に
も
働

き
か
け
て
い
る
。
こ
う
し
た
方
針

は
医
療
提
供
体
制
の
質
と
持
続
性

を
著
し
く
損
な
い
、
患
者
・
国
民

に
過
度
の
負
担
を
強
い
る
も
の
で

る
医
師
・
歯
科
医
師
と
し
て
、
日

本
の
さ
ら
な
る
軍
事
大
国
化
を
許

さ
ず
、
社
会
保
障
の
充
実
で
持
続

可
能
な
経
済
社
会
を
つ
く
る
こ
と

を
求
め
る
。

口
負
担
は
国
の
責
任
で
中
学
３
年

生
ま
で
無
料
に
し
、
高
校
３
年
生

世
代
ま
で
無
料
を
め
ざ
す
こ
と
。

⑧
歯
科
診
療
報
酬
を
大
幅
に
引
き

上
げ
、
保
険
の
利
く
範
囲
を
広
げ

る
こ
と
。

⑨
歯
科
技
工
士
・
歯
科
衛
生
士
の

労
働
環
境
を
改
善
す
る
こ
と
。

⑩
金
パ
ラ
逆
ザ
ヤ
解
消
を
行
う
と

と
も
に
代
替
材
料
の
開
発
と
保
険

適
用
を
行
う
こ
と
。

⑪
混
合
診
療
の
全
面
解
禁
に
つ
な

が
る
選
定
療
養
費
制
度
の
さ
ら
な

る
拡
大
な
ど
を
行
わ
な
い
こ
と
。

⑫
国
庫
負
担
の
引
き
上
げ
で
国
保

保
険
料
を
引
き
下
げ
る
こ
と
。

⑬
介
護
保
険
制
度
を
抜
本
的
に
見

直
し
、
介
護
報
酬
を
引
き
上
げ
、

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
認
定
方
式
を
改
め
る
と
と
も

に
、
保
険
料
を
応
能
負
担
に
改

め
、
利
用
者
負
担
を
引
き
下
げ
る

こ
と
。

⑭
年
金
積
立
金
の
投
機
的
運
用
を

止
め
る
と
と
も
に
、
自
動
的
に
年

金
支
給
額
を
減
ら
す
「
マ
ク
ロ
経

済
ス
ラ
イ
ド
」
を
廃
止
し
、
最
低

保
障
年
金
制
度
の
創
設
を
め
ざ
す

こ
と
。

⑮
医
療
の
公
益
性
を
守
る
事
業
税

非
課
税
措
置
と
４
段
階
税
制
を
存

続
さ
せ
る
こ
と
。

１
、
医
療
・
社
会
保
障
制
度
の
改
善
要
求

３
、
財
政
構
造
の
転
換
を
求
め
る
要
求

４
、
環
境
・
公
害
に
関
わ
る
要
求

５
、
反
核
・
平
和
と
国
民
主
権
を

　

強
化
・
充
実
す
る
要
求

２
、
災
害
復
興
を
求
め
る
要
求

①
能
登
半
島
地
震
の
医
療
費
一
部

負
担
金
免
除
措
置
を
、
生
活
再
建

が
完
了
す
る
ま
で
延
長
し
、
全
被

災
医
療
機
関
の
再
建
に
公
的
支
援

を
行
う
こ
と
。

②
被
災
地
復
興
に
直
接
関
係
の
な

い
事
業
に
復
興
予
算
を
流
用
す
る

の
を
や
め
、
被
災
者
の
生
活
再
建

に
真
に
役
立
つ
予
算
執
行
を
行
う

こ
と
。

③
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
支

援
限
度
額
引
き
上
げ
、
半
壊
・
一

部
損
壊
世
帯
・
住
宅
店
舗
へ
の
適

①
消
費
税
を
減
税
し
、
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、

医
療
機
関
の
控
除
対
象
外
消
費
税

を
ゼ
ロ
税
率
導
入
に
よ
り
解
決
す

る
こ
と
。

②
防
衛
予
算
の
急
拡
大
な
ど
、
税

金
の
使
い
方
を
見
直
し
、
社
会
保

障
へ
の
公
費
負
担
を
拡
充
す
る
こ

と
。

③
空
前
の
利
益
を
上
げ
、
内
部
留

保
を
積
み
増
し
し
て
い
る
大
企
業

①
原
発
と
石
炭
火
発
を
将
来
に
わ

た
り
維
持
・
活
用
し
よ
う
と
し
て

い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
を
抜

本
的
に
見
直
し
、
脱
原
発
・
脱
石

炭
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
中
心

の
政
策
に
転
換
し
、「
２
０
５
０

年
ま
で
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
実

質
ゼ
ロ
」
を
実
現
す
る
こ
と
。

②
稼
働
中
の
原
発
を
停
止
し
、
す

べ
て
の
原
発
の
再
稼
働
、
新
増

設
、
輸
出
を
止
め
、
全
原
発
の
廃

炉
を
決
断
す
る
こ
と
。

③
原
子
力
規
制
委
員
会
を
透
明
か

つ
公
正
・
民
主
的
な
機
関
と
し
て

確
立
す
る
こ
と
。

④
ア
ス
ベ
ス
ト
健
康
被
害
に
関
す

る
国
の
責
任
を
認
め
、
被
害
実
態

の
正
確
な
調
査
・
把
握
、
十
分
な

補
償
を
行
う
こ
と
。

⑤
震
災
時
を
は
じ
め
と
す
る
建
物

解
体
に
伴
う
ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
を

防
止
す
る
た
め
、
実
効
性
の
あ
る

予
防
策
を
行
う
こ
と
。

⑥
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
（
有
機
フ
ッ
素
化
合

物
）
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
・
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ｓ
の
水
質
基
準
値
を
大
幅
に

引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、
環
境
基

準
値
を
定
め
、
規
制
強
化
を
行
う

こ
と
。
ま
た
、
国
の
責
任
で
血
液

調
査
を
実
施
し
、
健
康
被
害
に
つ

い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

用
拡
大
、
災
害
規
模
に
よ
る
適
用

条
件
の
廃
止
を
行
う
こ
と
。

に
、
安
定
的
雇
用
の
拡
大
、
賃
金

の
引
き
上
げ
を
求
め
、
社
会
保
険

料
収
入
を
確
保
す
る
こ
と
。

④
大
企
業
や
富
裕
層
向
け
の
優
遇

税
制
を
あ
ら
た
め
、
法
人
税
や
所

得
税
率
を
引
き
上
げ
、
社
会
保
障

の
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
。
タ
ッ

ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン
な
ど
に
よ
り
税
金

逃
れ
を
行
っ
て
い
る
企
業
や
富
裕

層
に
追
徴
的
に
課
税
す
る
こ
と
。

①
安
全
保
障
関
連
法
を
廃
止
し
、

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
閣
議

決
定
を
取
り
消
す
こ
と
。

②
憲
法
を
守
り
、
憲
法
ど
お
り
の

国
づ
く
り
を
め
ざ
す
こ
と
。

③
沖
縄
・
普
天
間
基
地
を
無
条
件

撤
去
し
、
辺
野
古
へ
の
新
基
地
建

設
を
行
わ
な
い
こ
と
。

④
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
と
し
て
核

兵
器
禁
止
条
約
を
批
准
す
る
と
と

も
に
、
条
約
に
参
加
を
し
な
い
核

保
有
国
な
ど
に
批
准
を
求
め
る
こ

と
。

⑤
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
の
事
態
打
開
の
た
め
非
軍
事
的

外
交
努
力
を
強
め
る
こ
と
。

⑥
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
ガ
ザ
へ
の

武
力
行
使
を
中
止
さ
せ
る
た
め
、

外
交
努
力
を
強
め
る
こ
と
。

⑦
政
治
資
金
を
通
じ
た
利
権
と
癒

着
を
断
ち
切
る
た
め
、
企
業
・
団

体
献
金
を
全
面
的
に
禁
止
す
る
こ

と
。

以
上

2025年５月　兵庫県保険医協会

追加ご注文・お問い合わせは、☎078－393－1807まで

「日本の医療・介護　なーんかおかしくない？」 「医療と消費税の関係」

兵庫作成リーフレット「７月参議院選挙で問われる命の優先順位」（１面）とあわせて、ご活用ください！

今号同封の保団連作成リーフレット

　「なんで保険証を廃止した
の？」「高額療養費の負担上
限額引き上げはどうして？」
「どうして武器ばっかり買っ
ているの？」などおかしな現
状の裏側を解説しています。
「おかしい！」の思いを投票
で国に伝えよう！

保険医の重点要求（案）保険医の重点要求（案）2025年参議院選挙2025年参議院選挙
にあたってのにあたっての
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消
費
税
廃
止
の
議
論
の

前
提
と
し
て

サ
高
住
の
破
産

増
大
す
る
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
に

向
き
合
っ
た
救
済
を

西
宮
市　
　

伊
賀　

幹
二

丹
波
市　
　

眞
田　

幸
昭

　

協
会
尼
崎
支
部
も
参
加
す
る

「
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
か
ら
い
の
ち

と
健
康
を
守
る
尼
崎
の
会
」（
会

長
：
潮
江
診
療
所
所
長
・
船
越
正

信
先
生
）
は
４
月
19
日
、
尼
崎
市

内
で
第
18
回
総
会
を
開
き
、
34
人

が
参
加
し
た
。
会
長
に
船
越
正
信

先
生
、
代
表
委
員
に
協
会
尼
崎
支

部
長
の
綿
谷
茂
樹
先
生
が
再
任
、

協
会
環
境
・
公
害
対
策
部
長
の
森

岡
芳
雄
先
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
紹
介
さ
れ
た
。

常
に
問
題
に
な
っ
た
〝
ク
ボ
タ
シ

ョ
ッ
ク
〞
か
ら
20
年
を
迎
え
る

が
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
被

害
は
毎
年
増
え
続
け
て
い
る
。
全

国
的
に
見
て
も
、
建
築
物
解
体
や

震
災
に
よ
る
倒
壊
等
で
、
知
ら
な

い
間
に
ア
ス
ベ
ス
ト
に
曝
露
す
る

危
険
性
が
身
近
に
あ
り
、
今
後
被

害
者
が
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
て
い
る
。
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
な

ど
の
検
診
を
毎
年
受
け
ら
れ
る
仕

組
み
を
つ
く
る
こ
と
、
ア
ス
ベ
ス

ト
規
制
を
怠
っ
て
き
た
国
と
企
業

の
責
任
を
認
め
さ
せ
、
す
べ
て
の

被
害
者
の
救
済
を
す
る
こ
と
が
重

要
だ
」
と
述
べ
た
。

　

会
務
報
告
で
は
、
保
険
医
協
会

提
供
の
ラ
ジ
オ
番
組
で
紹
介
し
た

こ
と
や
、
健
康
相
談
会
を
開
い
て

石
綿
健
康
管
理
手
帳
が
取
得
で
き

た
こ
と
、
尼
崎
市
に
よ
る
Ｃ
Ｔ
を

含
む
リ
ス
ク
調
査
事
業
に
つ
な
い

だ
こ
と
な
ど
の
活
動
報
告
を
行
っ

た
。
今
後
の
方
針
と
し
て
、
厳
し

い
国
の
認
定
基
準
を
被
害
実
態

に
応
じ
た
内
容
に
変
更
さ
せ
る

こ
と
や
、
ア
ス
ベ
ス
ト
を
知
ら

な
い
市
民
が
増
え
て
い
る
中
、

継
続
し
た
宣
伝
と
被
害
者
救
済

活
動
を
続
け
る
こ
と
な
ど
が
確

認
さ
れ
た
。

　

質
疑
で
は
、「
ア
ス
ベ
ス
ト

に
全
く
関
係
の
な
い
仕
事
を
し

て
い
た
友
人
が
相
次
い
で
ア
ス

ベ
ス
ト
関
連
疾
患
で
亡
く
な
っ

た
。
国
や
市
は
も
っ
と
啓
発
し

尼
崎
ア
ス
ベ
ス
ト
第
18
回
総
会

て
ほ
し
い
」「
尼
崎
市
の
中
皮
腫

発
症
は
全
国
平
均
の
10
倍
以
上
と

深
刻
で
、
特
に
ク
ボ
タ
旧
神
崎
工

場
付
近
に
住
ん
で
い
た
被
害
者
は

さ
ら
に
発
症
し
て
い
る
。
市
外
に

転
出
し
た
人
も
含
め
た
相
談
・
補

償
体
制
の
確
立
が
必
要
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

船
越
先
生
は
開
会
あ
い
さ
つ

で
、「
尼
崎
で
ア
ス
ベ
ス
ト
が
非

国の認定基準を被害実態に応じた内容
に変更させ、被害者救済活動を続けよ
うと確認　　　　　　　　　　　　　

教
皇
選
挙

白岩一心

198

25
年
４
月
21
日
午
前
７
時
30

分
、
キ
リ
ス
ト
教
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
の
ロ
ー
マ
教
皇
「
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
」
氏
が
、
脳
卒
中
と
不
可
逆
性

の
心
不
全
で
死
去
さ
れ
ま
し
た
。

報
道
は
世
界
中
に
駆
け
巡
り
、
わ

が
国
で
も
、
惜
し
む
声
が
全
国
各

地
か
ら
聞
か
れ
ま
す
。
２
０
１
９

年
11
月
24
日
に
は
、
教
皇
と
し
て

38
年
ぶ
り
に
日
本
を
訪
れ
て
、
広

島
と
長
崎
に
て
ス
ピ
ー
チ
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
広
島
で
は
「
核
兵

器
は
使
う
こ
と
も
持
つ
こ
と
も
倫

理
に
違
反
す
る
」
と
高
ら
か
に
述

べ
ら
れ
、
核
兵
器
廃
絶
の
立
場
を

強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

死
去
前
日
の
４
月
20
日
に
は
、

復
活
祭
の
式
典
の
た
め
、
聖
ペ
ト

ロ
大
聖
堂
の
バ
ル
コ
ニ
ー
に
車
い

す
に
乗
っ
て
登
場
さ
れ
ま
し
た
。

広
場
に
集
ま
っ
た
多
く
の
人
た
ち

を
前
に
、「
親
愛
な
る
兄
弟
姉
妹

の
皆
さ
ん
、
復
活
祭
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
祝
福
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
質
素
な
お
葬

式
や
質
素
な
埋
葬
を
遺
書
と
し
て

残
さ
れ
た
こ
と
も
報
道
で
添
え
ら

れ
ま
し
た
。

ル
ガ
ー
監
督
が
、
ロ
ー
マ
教
皇
選

挙
の
舞
台
裏
と
内
幕
に
迫
っ
た
ミ

ス
テ
リ
ー
作
品
で
す
。
作
品
で
は

細
か
い
取
材
と
研
究
が
行
わ
れ
た

こ
と
も
伺
い
知
れ
ま
す
。
特
に
教

皇
選
出
の
密
室
の
裏
側
や
闇
に
迫

る
、
実
話
の
よ
う
な
興
味
深
い
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
作
品
で
も
あ
り
ま

す
。
ス
ト
ー
リ
ー
を
紹
介
し
ま

す
。

　

全
世
界
に
14
億
人
以
上
の
信
徒

を
持
つ
キ
リ
ス
ト
教
最
大
の
教
派

・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
。
そ
の
最
高

指
導
者
で
、
バ
チ
カ
ン
市
国
の
国

家
元
首
で
あ
る
「
ロ
ー
マ
教
皇
」

が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
新
教
皇
を

選
出
す
る
教
皇
選
挙
を
「
コ
ン
ク

ラ
ー
ベ
」
と
呼
び
ま
す
。
そ
の
選

出
選
挙
に
は
、
世
界
中
か
ら
１
０

０
人
を
超
え
る
候
補
者
た
ち
が
集

ま
り
、
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼
拝
堂
の

閉
ざ
さ
れ
た
扉
の
向
こ
う
で
極
秘

の
投
票
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
得

票
が
割
れ
る
中
、
水
面
下
で
さ
ま

ざ
ま
な
陰
謀
、
差
別
、
ス
キ
ャ
ン

ダ
ル
が
う
ご
め
い
て
い
き
ま
す
。

教
皇
選
挙
を
執
り
仕
切
る
こ
と
と

な
っ
た
ロ
ー
レ
ン
ス
枢
機
卿
は
、

バ
チ
カ
ン
を
震
撼
さ
せ
る
あ
る
秘

密
を
知
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
そ

の
秘
密
と
は
？　

そ
れ
が
ど
の
よ

う
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
？　

こ

こ
が
最
大
の
見
ど
こ
ろ
に
な
り
ま

す
。

　

主
人
公
・
ロ
ー
レ
ン
ス
枢
機
卿

役
を
「
シ
ン
ド
ラ
ー
の
リ
ス
ト
」

や
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ペ
イ
シ

ェ
ン
ト
」
の
名
優
レ
イ
フ
・
フ
ァ

イ
ン
ズ
さ
ん
が
熱
演
。
２
０
２
５

年
第
97
回
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
で
作

品
、
主
演
男
優
賞
、
助
演
女
優

賞
、
脚
色
な
ど
計
８
部
門
で
ノ
ミ

ネ
ー
ト
さ
れ
、
最
優
秀
脚
色
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
「
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

教
皇
」
の
悲
報
に
接
し
、
教
皇
の

存
在
は
、
広
島
と
長
崎
の
被
爆
者

の
方
々
に
向
け
た
ス
ピ
ー
チ
に
留

ま
ら
ず
、
核
兵
器
禁
止
条
約
批
准

に
向
け
た
運
動
の
強
い
足
掛
か
り

に
な
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、

今
後
の
日
本
の
政
策
に
生
か
さ
れ

る
よ
う
願
い
ま
す
。

【
赤
穂
郡
・
白
岩
歯
科
医
院
】

　

ロ
ー
マ
教
皇
の
死
去
に
対

し
、
哀
悼
の
意
を
込
め
て
、
現

在
公
開
中
の
映
画
作
品
「
教
皇

選
挙
」
を
案
内
し
ま
す
。

23
年
第
95
回
ア
カ
デ
ミ
ー
賞

で
国
際
長
編
映
画
賞
ほ
か
４
部

門
を
受
賞
し
た
「
西
部
戦
線
異

状
な
し
」
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ベ

Ⓒ
2024 Conclave Distribution,LLC.

　

消
費
税
減
税
の
世
論
が
高
ま
っ

て
い
る
。
私
は
消
費
税
廃
止
に
賛

成
で
あ
る
が
、「
そ
の
財
源

は
？
」
と
相
手
か
ら
返
さ
れ
れ

ば
、
国
会
議
員
で
は
な
く
一
般
国

民
で
あ
る
の
で
明
確
に
答
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
し
か
言
え
な

い
。

　

消
費
税
の
廃
止
ま
た
は
減
額
に

つ
い
て
政
府
が
反
対
す
る
理
由

は
、
消
費
税
は
全
額
が
社
会
保
障

費
に
使
わ
れ
る
の
で
、
消
費
税
収

が
少
な
く
な
れ
ば
ど
こ
か
ら
財
源

を
も
っ
て
く
る
か
、
社
会
保
障
費

を
削
る
し
か
な
く
な
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
複
数
の
政
党
で
は
過
去

20
年
の
一
般
財
源
の
内
訳
か
ら
、

消
費
税
が
増
え
た
分
は
大
企
業
の

法
人
税
が
減
っ
て
い
る
の
で
、
消

費
税
は
大
企
業
の
法
人
税
の
穴
埋

め
に
な
っ
て
い
る
と
主
張
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
根
拠
は
、
前
者
は
消

費
税
の
目
的
が
社
会
保
障
の
充
実

と
安
定
を
は
か
る
た
め
と
明
記
さ

れ
、
社
会
保
障
費
〉
消
費
税
で
あ

る
こ
と
、
後
者
は
過
去
35
年
間

で
、
消
費
税
収
は
累
計
２
８
２
兆

円
、
法
人
税
減
税
が
２
５
５
兆
円

と
ほ
ぼ
同
額
だ
か
ら
と
思
わ
れ

る
。

　

医
学
の
業
績
を
英
語
圏
の
一
流

誌
に
投
稿
す
る
た
め
に
は
、
著
者

の
主
張
す
る
文
章
の
論
理
性
が
必

要
に
な
る
。
消
費
税
が
全
額
社
会

保
障
に
使
わ
れ
る
や
、
消
費
税
は

法
人
税
減
税
に
使
わ
れ
る
な
ど
の

個
人
や
団
体
の
推
測
を
、
真
実
を

示
す
現
在
形
で
書
け
ば
そ
の
投
稿

原
稿
は
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
は

な
い
。

　

消
費
税
は
一
般
財
源
で
あ
る
。

特
定
財
源
で
は
な
い
の
で
、
ど
こ

に
使
わ
れ
た
か
を
推
定
す
る
こ
と

は
で
き
て
も
、
確
定
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
事
実
で

あ
る
。

　

消
費
税
減
税
の
是
非
な
ら
び
に

そ
の
財
源
を
ど
う
す
る
か
の
議
論

に
参
加
す
る
人
た
ち
に
は
上
記
が

前
提
で
あ
る
。
加
え
て
、
財
源
に

言
及
す
る
に
は
、
テ
レ
ビ
を
は
じ

め
と
す
る
大
手
マ
ス
コ
ミ
が
ほ
と

ん
ど
報
じ
な
い
一
般
会
計
の
３
〜

４
倍
で
あ
る
特
別
会
計
の
議
論
な

し
に
は
始
ま
ら
な
い
。

　

以
前
、
私
が
開
業
し
て
い
た
長

野
県
で
、「
サ
高
住
」
を
運
営
す

る
介
護
事
業
者
が
破
産
し
、
長
野

地
裁
か
ら
破
産
開
始
手
続
き
開
始

の
決
定
が
さ
れ
た
と
の
報
道
が
あ

っ
た
。

　

施
設
に
よ
っ
て
は
、
食
事
の
提

供
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
態
で
あ
る

と
い
う
。
介
護
保
険
法
に
よ
る

と
、
事
業
を
停
止
す
る
場
合
は
、

１
カ
月
前
に
所
轄
官
庁
に
届
け
出

を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

業
者
は
、
恐
ら
く
債
権
者
の
「
取

付
」
を
恐
れ
て
、
発
表
を
ギ
リ
ギ

リ
ま
で
控
え
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　

本
事
例
は
、
建
物
の
所
有
者
と

サ
ー
ビ
ス
提
供
者
が
異
な
っ
て
お

り
、
権
利
関
係
が
一
層
複
雑
に
な

っ
て
い
る
ら
し
い
。
利
用
者
そ
っ

ち
の
け
の
ひ
ど
い
話
で
は
あ
る

が
、
こ
の
背
景
に
は
、
規
制
緩
和

に
よ
っ
て
誰
で
も
参
入
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
と
、
最
近
の
介

護
報
酬
引
き
下
げ
が
大
き
い
と
言

え
る
。

　

拙
著
『
ア
レ
ル
ギ
ー
と
上
手
に

つ
き
あ
う
た
め
の
ヒ
ン
ト
』
の
中

で
も
、「
規
制
緩
和
の
後
、
い
ろ

い
ろ
な
業
種
が
介
護
に
参
入
し
施

設
の
新
規
参
入
が
続
く
も
の
の
、

行
政
が
そ
の
内
容
を
詳
し
く
点
検

す
る
と
こ
ろ
に
は
至
っ
て
い
な
い

の
で
、
施
設
の
質
に
は
か
な
り
の

幅
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
」
と
指

摘
し
た
。（
61
ペ
ー
ジ
、
開
業
医

の
落
日
）

　

本
件
に
限
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な

事
例
は
増
加
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
保
険
診
療
の
世
界
で
も
、
新

規
採
用
保
険
点
数
を
定
着
後
、
切

り
下
げ
る
手
法
に
も
痛
い
目
に
あ

わ
さ
れ
て
い
る
。
広
い
意
味
で
補

助
金
行
政
の
特
徴
と
し
て
屋
根
に

上
げ
て
お
い
て
は
し
ご
を
外
す
国

の
姿
勢
を
、
あ
ら
た
め
て
利
用
者

の
立
場
に
立
た
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
２
０
２
５
・
５
・
５
）

スタッフの採用・育成でお困りではありませんか？ 経営状況を把握していますか？

2025年度カリキュラムが2025年度カリキュラムが６月６月か　か　
らら スタート！スタート！

◎毎月のセミナー（１回3,000円）を参加費無料で受講できます
　（パソコン講座（通常7,000円）はパソコン使用料1,000円のみを頂きます）
◎セミナーのテキストとレポート（通常2,000円）を無料でお届けします
◎協会推奨の伝票類（通常１冊200円）が無料でご利用いただけます
◎税理士や社労士など専門家との個別相談が無料（年２回まで。通常１時間5000円）
◎ 税務・雇用管理の書籍（通常1,000円）を改訂毎に無料でお届けします

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1807まで

署名用紙の追加注文は、☎078－393－1807まで

医院経営に関する幅広い知識を習得できる！

医院経営研究会 会費は
　月額2,000円

６月28日（土）日常記帳講座（初級～中級）
７月26日（土）賃金に関する税制改正のポイント
８月23日（土）パソコン記帳講座（初級～中級）
９月27日（土）医療機関のリーダーづくり（仮）
10月25日（土） 個人医院の閉院時の税

務・労務と相続対策
11月22日（土）年末調整
12月13日（土）決算処理講座

2025年
１月24日（土）パソコン決算講座
１月～２月　 税務個別相談
２月初旬　　 確定申告研究会
４月25日（土）採用・定着のポイント（仮）
５月23日（土） 開業医が知っておきた

い法知識（仮）
※ セミナーは原則として毎月第４土曜日の14
時30分～17時に開催。パソコン講座以外
は、Zoom配信も予定

2026年
◆2025年度セミナー（例会）カリキュラム（予定）

〈本号に申込用紙同封〉

原発ゼロを求める請願署名にご協力を
　政府は第７次エネルギー基本計画から「原発
の依存度の低減」を外し、「原発の最大限活
用」を明記し、原発推進政策への転換を進めて
います。
　原発は「安いエネルギー」とは言えず、再生
可能エネルギー普及の最大の障壁です。地震や
津波が多い日本で原発の運転を続けることは大
変危険であることは明白です。協会・保団連
は、「原発ゼロと再生可能エネルギーへの転換
を求める請願署名」（原発ゼロを求める請願署
名）に取り組みます。
　請願署名は本号に同封しております。ぜひ皆さまのご協力をお願
いいたします。

▲本号に同封の
チラシ　　
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５
月
18
日
に
開
催
さ
れ
た
第

１
０
５
回
評
議
員
会
の
理
事
長

あ
い
さ
つ
・
発
言
・
執
行
部
答

弁
・
決
議
の
要
旨
を
掲
載
す

る
。第105回評議員会　詳報

地域の声もとに政策転換を地域の声もとに政策転換を
理
事
長
あ
い
さ
つ

理
事
長
あ
い
さ
つ

発　
　

言

発　
　

言

医
療
費
抑
制
政
策
を
転
換
し

地
域
医
療
の
未
来
構
築
を

理
事
長　
　

西
山　

裕
康

　

低
医
療
費
政
策
に
加
え
、
物
価

高
騰
、
人
件
費
上
昇
、
医
療
人
材

確
保
の
困
難
さ
が
重
な
り
、
診
療

所
・
病
院
を
問
わ
ず
多
く
の
医
療

機
関
が
深
刻
な
経
営
難
に
直
面

し
、
医
療
従
事
者
の
疲
弊
も
深
刻

化
し
て
い
る
。
背
景
に
は
、「
医

療
費
亡
国
論
」
に
基
づ
く
「
医
療

費
抑
制
政
策
」
が
存
在
す
る
。

　

６
割
を
超
え
る
病
院
が
赤
字
、

全
国
の
大
学
病
院
も
多
く
が
厳
し

い
経
営
状
況
に
あ
り
、
県
直
営
の

10
病
院
は
す
べ
て
が
２
年
連
続
赤

字
で
、
民
間
病
院
に
置
き
換
え
れ

ば
倒
産
が
目
前
だ
。
あ
る
日
突

然
、
地
域
の
基
幹
病
院
が
消
え
る

│
│
そ
ん
な
未
来
す
ら
現
実
に
な

り
か
ね
な
い
。

　

医
師
不
足
を
「
偏
在
」
問
題
に

す
り
替
え
、
都
道
府
県
の
権
限
強

化
、
開
業
規
制
や
管
理
者
要
件
の

拡
大
、
地
域
別
診
療
報
酬
と
い
っ

た
制
度
改
悪
が
進
め
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。
国
民
を
医
療
か
ら
遠

ざ
け
る
方
向
に
進
ん
で
い
る
こ
と

は
明
白
だ
。
県
内
で
も
、
地
域
に

必
要
な
医
療
が
確
保
さ
れ
な
い
事

例
が
増
え
つ
つ
あ
り
、
制
度
疲
労

は
極
限
に
達
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、
当
協

会
は
、
医
科
・
歯
科
が
一
体
と
な

っ
て
政
策
提
言
を
行
い
、
現
場
の

声
を
社
会
に
届
け
る
こ
と
に
取
り

組
ん
で
き
た
。

　

昨
年
の
兵
庫
県
知
事
選
で
は
、

当
会
理
事
の
大
澤
芳
清
氏
が
立
候

補
し
、「
現
場
か
ら
政
治
へ
」
と

い
う
思
い
を
体
現
す
る
新
た
な
挑

戦
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
多
く
の

会
員
の
皆
様
が
自
発
的
に
応
援

し
、
県
民
に
政
策
を
訴
え
る
姿
勢

を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
か

ら
も
、
各
種
選
挙
に
お
い
て
、
医

療
を
守
る
政
策
を
掲
げ
る
候
補
者

や
政
党
を
見
極
め
、
地
域
医
療
を

よ
く
す
る
政
策
へ
の
転
換
を
後
押

し
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

歯
科
分
野
に
お
い
て
も
、
診
療

報
酬
や
歯
科
医
師
数
の
抑
制
政
策

が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
10
年
後

を
見
据
え
れ
ば
不
足
が
明
ら
か

だ
。
歯
科
技
工
士
不
足
問
題
も
深

刻
で
、
歯
科
医
療
費
の
総
枠
拡
大

は
待
っ
た
な
し
の
状
況
だ
。

　

若
手
世
代
に
と
っ
て
、
安
心
し

て
働
け
る
医
療
環
境
の
整
備
は
急

務
だ
。
医
師
数
の
計
画
的
増
加
と

診
療
報
酬
の
大
幅
な
増
加
を
同
時

に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

協
会
の
理
念
「
開
業
保
険
医
の

生
活
と
権
利
を
守
る
」「
住
民
と

と
も
に
地
域
医
療
を
守
る
」
を
柱

に
、
皆
さ
ま
と
共
に
地
域
医
療
の

未
来
を
構
築
し
て
い
き
た
い
。

医
療
・
福
祉
・
介
護

連
携
の
会
を
継
続

尼崎支部
阿部 勝也
評議員

バ
ス
ツ
ア
ー
や
「
重
度
訪
問
介

護
」
懇
談
会
な
ど
豊
か
な
活
動

淡路支部
大橋　明
評議員

マ
イ
ナ
保
険
証
、貧
困
と
医
療

協
会
と
し
て
確
か
な
提
言
を

歯科部会／北阪神支部
島津 俊二
評議員

被
爆
80
年
、非
核「
神
戸
方
式
」

50
年　

反
核
・
平
和
守
ろ
う

反核・平和運動部
高原 周治
評議員

病
院
経
営
の
深
刻
さ

国
会
へ
伝
え
る姫路・西播支部

綱島 武彦
評議員

医
療
費
高
３
ま
で
無
料
に

再
び
改
悪
さ
れ
な
い
よ
う

北摂・丹波支部
安部 治郎
評議員

震
災
30
年
の
つ
ど
い

震
災
か
ら
の
学
び
つ
な
ぐ

西宮・芦屋支部
宮﨑 睦雄
評議員

真
に
国
民
の
た
め
の

政
治
を
し
て
ほ
し
い

北阪神支部
谷口 紀善
評議員

　

支
部
独
自
で
「
医
療
と
福
祉
を

考
え
る
会
」
を
長
年
開
催
し
て
い

る
。
４
月
は
「
脳
梗
塞
に
よ
る
嚥

下
障
害
」
を
テ
ー
マ
に
、
私
自
身

の
経
験
を
も
と
に
講
演
し
、
多
職

種
37
人
に
参
加
い
た
だ
い
た
。
医

療
・
福
祉
・
介
護
の
連
携
に
資
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
だ
。
会

員
の
要
望
を
受
け
、「
医
院
継
承

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
、
高
評
価

を
得
た
他
、「
介
護
や
在
宅
医
療

に
役
立
つ
制
度
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
学
習
会
に
は
、
会
場
い
っ
ぱ
い

の
１
０
７
人
が
参
加
し
た
。

　

毎
回
の
幹
事
会
で
は
一
番
目
の

議
題
で
会
員
拡
大
を
取
り
上
げ
、

電
話
や
紹
介
状
等
き
め
細
か
く
取

り
組
み
、
入
会
が
進
ん
で
い
る
。

　

今
後
も
、
会
員
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
、
市
民
に
も
訴
求
す
る
活
動
を

推
進
し
て
い
く
。

　

裏
金
政
治
で
政
権
を
担
っ
て
き

た
自
民
党
は
、
衆
院
選
挙
の
結

果
、
少
数
与
党
と
な
っ
た
。
そ
の

後
、
石
破
総
理
に
よ
る
新
人
議
員

へ
の
10
万
円
配
布
が
明
る
み
に
出

た
。
野
党
５
党
派
は
企
業
・
団
体

献
金
の
禁
止
法
案
の
一
体
化
で
合

意
し
た
が
、
自
民
党
は
大
企
業
な

ど
と
の
癒
着
が
著
し
く
、
献
金
存

続
を
支
持
し
て
い
る
。

　

著
し
い
物
価
高
騰
、
米
不
足
な

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
30
年
の
集
い
「
阪
神

・
淡
路
大
震
災
―
東
日
本
大
震
災

・
原
発
事
故
―
熊
本
地
震
―
能
登

半
島
地
震
」
を
開
催
し
、
２
８
２

人
が
参
加
し
た
。
石
橋
克
彦
神
戸

大
学
名
誉
教
授
に
よ
る
メ
イ
ン
講

演
の
ほ
か
、
ア
ス
ベ
ス
ト
曝
露
や

能
登
半
島
地
震
の
現
状
に
つ
い
て

の
報
告
、
ポ
ス
タ
ー
展
示
な
ど
が

行
わ
れ
、
書
籍
も
発
行
予
定
だ
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
有
害
事

象
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、
医

 

（
７
面
へ
つ
づ
く
）

ど
へ
対
策
が
で
き
な
い
総
理
は
直

ち
に
辞
め
る
べ
き
で
あ
り
、
真
に

国
民
の
た
め
の
政
治
を
望
む
。

　

ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の
薬
の
販

売
解
禁
が
言
わ
れ
て
い
る
が
、
必

ず
問
題
が
起
き
る
と
思
う
。

　

北
播
支
部
で
は
２
月
に
「
医
療

機
関
で
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対

策
」
を
テ
ー
マ
に
経
営
研
究
会
を

開
催
し
、
嶺
山
洋
子
社
労
士
に
よ

る
講
演
と
若
手
社
労
士
の
参
加
で

実
践
的
な
学
び
を
深
め
た
。

　

５
月
24
日
の
市
民
公
開
講
座
は

阿
江
善
春
先
生
を
講
師
に
迎
え
、

医
療
・
福
祉
の
負
担
軽
減
制
度
に

つ
い
て
解
説
い
た
だ
く
予
定
。

　

勤
務
医
対
策
と
し
て
は
、
北
播

磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
や
市
立
西

脇
病
院
な
ど
の
地
域
の
公
的
病
院

に
対
す
る
協
力
要
請
を
進
め
、
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
具
体

化
を
進
め
て
い
る
。

　

北
摂
・
丹
波
支
部
は
、
１
月
と

４
月
に
歯
科
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
を
丹
波
と
三
田
で
、
２
月
に

は
医
科
の
保
険
請
求
に
関
す
る
会

員
懇
談
会
を
開
催
。
市
民
公
開
講

演
会
で
は
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
問
題
を
取
り
上
げ
、
好
評
を
得

た
。

　

三
田
市
で
は
10
月
か
ら
子
ど
も

医
療
費
が
高
３
ま
で
所
得
制
限
な

し
で
無
料
化
さ
れ
る
一
方
、
市
民

病
院
の
再
編
統
合
計
画
の
事
業
費

が
膨
ら
ん
で
い
る
。
医
療
費
助
成

が
再
び
改
悪
さ
れ
な
い
よ
う
地
域

医
療
の
拡
充
を
訴
え
て
い
く
。

　

但
馬
支
部
は
３
月
23
日
、「
地

域
医
療
を
考
え
る
懇
談
会
」
を
開

催
し
、
地
域
住
民
、
会
員
含
め
て

45
人
が
参
加
し
た
。

　

谷
垣
正
人
但
馬
支
部
長
、
黒
瀬

博
計
・
は
る
か
ぜ
診
療
所
院
長

（
朝
来
市
）、
那
須
通
寛
・
公
立

豊
岡
病
院
副
院
長
が
話
題
提
供
。

谷
垣
氏
は
入
院
率
の
低
さ
と
在
宅

看
取
り
率
の
低
さ
か
ら
豊
岡
市
の

高
齢
者
が
入
院
し
づ
ら
い
環
境
を

指
摘
し
、
黒
瀬
氏
は
自
身
の
在
宅

医
療
の
実
践
を
紹
介
。
那
須
氏
は

急
性
期
病
院
維
持
の
厳
し
さ
を
訴

え
た
。

　

明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
を
踏
ま

え
、
地
域
医
療
構
想
の
見
直
し
・

医
療
費
総
枠
拡
大
な
ど
求
め
る

「
集
会
ア
ピ
ー
ル
」
を
作
成
中
で

あ
り
、
今
後
も
取
り
組
み
を
継
続

し
て
い
く
。

　

12
月
、
支
部
恒
例
の
バ
ス
ツ
ア

ー
を
徳
島
で
開
催
し
、
藍
染
体
験

や
大
塚
国
際
美
術
館
の
見
学
を
通

じ
て
26
人
が
交
流
を
深
め
た
。

　

12
月
に
は
「
重
度
訪
問
介
護
」

制
度
説
明
と
懇
談
会
を
開
催
し
、

制
度
の
概
要
と
と
も
に
、
事
業
所

が
島
内
に
な
い
た
め
、
島
外
の
事

業
所
か
ら
ヘ
ル
パ
ー
が
派
遣
さ
れ

て
い
る
現
状
な
ど
が
報
告
さ
れ
、

制
度
理
解
の
促
進
と
併
せ
て
地
域

で
の
基
盤
整
備
の
必
要
性
が
共
有

さ
れ
た
。

　

支
部
で
は
毎
月
リ
モ
ー
ト
幹
事

　

２
月
に
桂
好
志
郎
社
労
士
を
招

き
、「
採
用
と
定
着
の
ポ
イ
ン

ト
」
に
つ
い
て
講
演
を
実
施
し
、

職
員
が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

や
魅
力
的
な
求
人
票
作
成
な
ど
、

実
践
的
な
助
言
が
示
さ
れ
た
。

　

昨
年
の
診
療
報
酬
改
定
に
よ
り

経
営
は
厳
し
さ
を
増
し
、
コ
ロ
ナ

の
補
助
金
を
除
い
て
病
院
経
営
は

マ
イ
ナ
ス
２
・
７
％
の
赤
字
と
発

表
さ
れ
て
い
る
。
当
院
も
そ
れ
を

実
感
し
て
い
る
。

　

加
藤
勝
信
財
務
大
臣
は
、
私
の

地
元
の
岡
山
選
出
で
親
し
く
し
て

い
る
た
め
、
大
臣
の
秘
書
に
連
絡

し
、
協
会
の
国
会
要
請
に
応
じ
る

よ
う
に
言
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

現
場
の
声
を
伝
え
て
い
く
活
動
に

参
加
し
て
い
き
た
い
。

療
Ｄ
Ｘ
対
応
や
災
害
時
の
ト
イ
レ

問
題
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
究

会
な
ど
、
今
後
も
多
様
な
課
題
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

　

反
核
医
師
の
会
は
、
被
爆
80
年

と
被
団
協
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受

賞
を
受
け
、
５
月
17
日
に
被
爆
体

験
の
継
承
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を

開
催
。
九
条
の
会
は
２
月
と
５
月

に
講
演
会
を
実
施
し
た
。

　

今
年
３
月
、
神
戸
市
は
突
如
、

非
核
証
明
書
の
提
出
が
な
さ
れ
て

い
な
い
米
掃
海
艇
ウ
ォ
ー
リ
ア
の

神
戸
港
へ
の
入
港
を
許
可
し
た
。

協
会
と
反
核
医
師
の
会
は
市
に
抗

議
声
明
を
提
出
し
、
非
核
「
神
戸

方
式
」
の
厳
守
を
求
め
た
。

　

政
府
は
安
保
三
文
書
を
改
定

し
、
専
守
防
衛
の
国
是
を
投
げ
捨

て
、「
戦
前
」
を
彷
彿
と
さ
せ
る

よ
う
な
動
き
を
見
せ
て
い
る
。
反

核
医
師
の
会
、
九
条
の
会
に
ぜ
ひ

ご
入
会
・
賛
同
い
た
だ
き
た
い
。

　

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
診
療

を
！
」
運
動
は
、
過
去
の
差
額
診

療
時
代
を
反
省
し
保
険
診
療
の
質

向
上
を
目
指
し
、
歯
科
技
工
の
問

題
に
向
き
合
い
技
工
士
と
の
信
頼

関
係
を
築
い
て
き
た
。
そ
ろ
そ
ろ

歯
科
の
低
評
価
問
題
を
前
面
に
押

し
出
し
、
歯
科
医
師
、
技
工
士
、

衛
生
士
、
歯
科
助
手
、
患
者
と
と

も
に
た
た
か
う
べ
き
時
期
だ
。

　

マ
イ
ナ
保
険
証
導
入
で
は
高
齢

者
や
障
が
い
者
へ
の
配
慮
が
欠

医
療
・
福
祉
の
負
担
軽
減

市
民
と
と
も
に
学
習
会

北播支部
曽野 瑞弘
評議員

但
馬
の
地
域
医
療
の
課
題

改
善
求
め
取
り
組
み
継
続

但馬支部
藤井 高雄
理事

会
と
併
せ
て
「
日
常
診
療
勉
強

会
」
を
、
副
腎
不
全
や
Ａ
Ｌ
Ｓ
な

ど
多
様
な
テ
ー
マ
で
実
施
し
て
お

り
今
後
も
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

け
、
個
人
情
報
漏
洩
や
災
害
時
の

対
応
不
備
も
問
題
だ
。
い
っ
そ
う

大
き
く
声
を
上
げ
て
安
全
な
社
会

を
築
き
、
保
険
診
療
体
系
を
取
り

戻
す
べ
き
で
あ
る
。

　

年
金
制
度
に
つ
い
て
就
職
氷
河

期
世
代
の
未
加
入
問
題
も
深
刻
化

す
る
。
貧
困
と
医
療
に
関
し
て
の

提
言
を
協
会
と
し
て
県
民
に
問
題

提
起
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

た
び
重
な
る
診
療
報
酬
の
マ
イ

ナ
ス
改
定
と
物
価
・
人
件
費
の
高

騰
に
よ
り
、
医
療
機
関
の
経
営
は

困
難
を
極
め
、
地
域
医
療
は
崩
壊

の
危
機
に
あ
る
。
患
者
も
窓
口
負

担
増
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
。

　

７
月
の
参
院
選
は
政
策
を
見
極

め
て
投
票
行
動
を
と
る
必
要
が
あ

る
。
政
策
部
で
社
会
保
障
費
削
減

政
策
の
問
題
点
を
解
説
し
た
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
。

　

医
療
費
窓
口
負
担
の
問
題
点
に

つ
い
て
、
６
月
８
日
に
神
奈
川
・

千
葉
・
大
阪
歯
科
各
協
会
と
共
催

し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
「
み

ん
な
で
語
ろ
う
窓
口
負
担
ゼ
ロ
」

を
開
催
す
る
。
ぜ
ひ
ご
参
加
を
。

参
議
院
選
挙
に
あ
た
り

新
パ
ン
フ
活
用
を政策部

木原 章雄
理事

震
災
ア
ス
ベ
ス
ト

危
険
性
訴
え
続
け
る

環境・公害対策部
上田 進久
評議員

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
30

年
、
協
会
は
「
震
災
30
年
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
に
参
加
し
た
。
当
時
の

ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
は
、
世
界
的
に

見
て
も
最
も
深
刻
で
、
関
連
疾
患

の
一
つ
で
あ
る
胸
膜
中
皮
腫
の
潜



兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可)２０２５年(令和７年)６月５日(毎月３回５・15・25日発行)（７） 第２１０３号

執
行
部
答
弁

執
行
部
答
弁

歯
科
診
療
報
酬
の

大
幅
引
き
上
げ
を

歯科部会
川村 一喜
評議員

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
」

連
絡
会
で
技
工
士
と
懇
談

歯科部会
大野 良子
評議員

組
織
強
化
・
共
済
普
及
月
間
へ

ご
協
力
く
だ
さ
い

組織部・共済部
宮武 博明
副理事長

大
臣
・
議
員
へ
の

働
き
か
け
に
感
謝白岩 一心

副理事長

パ
レ
ス
チ
ナ
の
医
療
へ
の

イ
ス
ラ
エ
ル
の
武
力
行
使
Ｎ
Ｏ

国際部
水間 美宏
理事

歯
科
技
工
士
の
所
得
問
題

議
論
進
め
る

歯科部会
幸田 雄策
理事

（
６
面
か
ら
の
つ
づ
き
）

現
場
の
声
に
立
ち

政
策
提
言
を
展
開

西
山　

裕
康
理
事
長

　

阿
部
先
生
の
尼
崎
支
部
活
動
の

ご
紹
介
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
支

部
活
動
の
真
価
が
凝
縮
さ
れ
て
お

り
、
敬
意
を
表
す
る
。

　

谷
口
先
生
の
力
強
い
ご
指
摘

は
、
政
治
の
私
物
化
と
国
民
の
切

り
捨
て
が
進
む
現
状
へ
の
厳
し
い

ご
指
摘
で
あ
る
と
共
感
す
る
。
協

会
は
、
特
定
の
政
党
や
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
に
偏
ら
ず
、
現
場
の
声
に
立

脚
し
た
政
策
提
言
を
展
開
し
、
医

療
・
介
護
・
子
育
て
・
福
祉
の
充

実
を
争
点
化
し
て
い
く
。

　

宮
﨑
先
生
の
ご
報
告
さ
れ
た
、

震
災
30
年
の
つ
ど
い
は
教
訓
の
継

承
と
し
て
重
要
で
あ
り
、
書
籍
化

に
よ
り
社
会
全
体
に
発
信
で
き
、

貴
重
だ
。
安
部
先
生
の
ご
発
言
さ

れ
た
三
田
市
で
の
子
ど
も
医
療
費

無
料
化
の
拡
充
と
い
う
成
果
は
、

支
部
活
動
が
政
策
に
影
響
を
与
え

た
好
事
例
だ
。
一
方
で
、
大
規
模

病
院
再
編
に
よ
る
市
税
負
担
の
増

　

綱
島
評
議
員
の
発
言
に
補
足
さ

せ
て
い
た
だ
く
。
綱
島
先
生
よ
り

加
藤
勝
信
財
務
大
臣
を
ご
紹
介
い

た
だ
き
、
４
月
24
日
に
衆
議
院
議

員
会
館
を
訪
問
し
、
あ
い
に
く
大

臣
は
外
遊
中
だ
っ
た
が
、
秘
書
の

方
が
丁
寧
に
対
応
し
て
く
だ
さ
っ

た
。
他
の
先
生
方
も
、
お
知
り
合

い
の
国
会
議
員
の
先
生
を
ご
紹
介

い
た
だ
き
た
い
。
役
員
が
責
任
を

持
っ
て
直
接
要
請
す
る
。

加
と
医
療
費
助
成
制
度
へ
の
影
響

は
、
今
後
の
地
域
医
療
の
あ
り
方

に
大
き
く
関
わ
る
課
題
だ
。

　

曽
野
先
生
が
ご
指
摘
さ
れ
た

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
」

は
、
医
療
現
場
に
お
い
て
も
重
要

な
課
題
だ
。
綱
島
先
生
の
積
極
的

な
働
き
か
け
は
、
現
場
と
政
治
を

つ
な
ぐ
貴
重
な
橋
渡
し
で
あ
り
、

深
く
感
謝
す
る
。

　

藤
井
先
生
の
紹
介
さ
れ
た
「
地

域
医
療
を
考
え
る
懇
談
会
」
で

は
、
地
域
住
民
を
含
め
、
実
り
あ

る
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。
現
場
の

知
恵
と
工
夫
に
学
び
な
が
ら
、
制

度
改
善
と
支
援
の
在
り
方
を
共
に

探
っ
て
い
き
た
い
。
大
橋
先
生
の

ご
報
告
は
、
会
員
・
家
族
を
結
ぶ

支
部
活
動
と
、
学
び
の
場
づ
く
り

が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
工
夫
さ
れ
て
お

り
、
印
象
深
く
拝
聴
し
た
。

　

高
原
先
生
が
ご
発
言
さ
れ
た
、

反
核
・
平
和
運
動
は
「
命
を
守

る
」
と
い
う
医
療
の
原
点
で
あ

り
、
そ
の
姿
勢
は
、
若
い
世
代
へ

の
橋
渡
し
と
な
る
。
９
条
の
会
の

ア
ピ
ー
ル
へ
の
賛
同
を
重
ね
て
お

願
い
し
た
い
。

　

歯
科
技
工
問
題
に
つ
い
て
、
幸

田
先
生
の
「
所
得
補
填
制
度
」

は
、
経
済
・
政
策
・
財
政
の
観
点

か
ら
掘
り
下
げ
、
単
な
る
予
算
論

に
と
ど
ま
ら
ず
、
社
会
的
投
資
と

し
て
評
価
す
べ
き
提
案
だ
。

　

島
津
先
生
が
ご
発
言
さ
れ
た

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療

を
」
の
理
念
は
、
協
会
の
基
本
方

針
だ
。
歯
科
で
の
「
差
額
診
療
」

「
低
診
療
報
酬
」「
歯
科
医
師

数
」
に
関
す
る
歴
史
的
経
緯
は
、

ゼ
ロ
の
会
で
宇
佐
美
保
団
連
歯
科

代
表
、
小
澤
大
阪
歯
科
協
会
理
事

長
、
二
村
神
奈
川
協
会
副
理
事
長

の
３
人
の
歯
科
医
師
と
対
談
し
、

勉
強
に
な
っ
た
。

　

マ
イ
ナ
保
険
証
に
象
徴
さ
れ
る

　

国
際
部
は
１
月
、
パ
レ
ス
チ
ナ

支
援
の
緊
急
要
請
行
動
を
実
施

し
、
協
会
は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
中
継
拠
点

と
し
て
２
０
０
カ
所
と
連
携
。
国

連
パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
救
済
事
業
機

関
保
健
局
長
の
清
田
明
宏
先
生
ら

か
ら
医
療
支
援
の
困
難
や
国
連
機

関
の
活
動
状
況
が
報
告
さ
れ
た
。

　

３
月
に
は
パ
レ
ス
チ
ナ
の
医
療

従
事
者
や
医
療
施
設
な
ど
へ
の
イ

ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
武
力
行
使
を
許

さ
な
い
理
事
会
決
議
を
も
と
に
外

務
省
へ
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。

　

４
月
に
は
日
本
で
暮
ら
す
外
国

人
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
、「
や
さ
し
い
日
本
語
」

研
修
を
実
施
。
今
後
、
英
語
セ
ミ

ナ
ー
を
７
月
に
開
催
予
定
だ
。

　

兵
庫
協
会
の
会
員
数
は
５
月
18

日
現
在
７
７
４
７
人
。
春
の
組
織

強
化
・
共
済
普
及
月
間
で
は
、
協

会
の
一
味
違
う
企
画
を
広
く
案
内

し
、
訪
問
活
動
等
を
通
じ
て
４
月

に
51
人
が
入
会
、
11
人
の
実
増
と

な
っ
た
。
未
入
会
も
含
め
た
病
院

一
斉
訪
問
で
は
勤
務
医
向
け
ポ
ス

タ
ー
掲
示
や
ニ
ュ
ー
ス
配
布
を
行

い
、
６
月
に
は
豊
岡
、
加
古
川
の

病
院
で
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
予
定
だ
。

　

「
頼
り
に
な
り
役
に
立
つ
、
会

員
に
な
っ
て
得
を
す
る
協
会
」
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、
よ
り
多
く
の

先
生
方
を
協
会
に
迎
え
ら
れ
る
よ

う
、
引
き
続
き
お
力
添
え
を
お
願

い
し
た
い
。

歯
科
部
会　

小
寺　

修
評
議
員

「
野
党
は
本
当
に
国
民
の
ほ
う
を

向
い
て
い
る
の
か
」

研
究
部　

清
水　

映
二
理
事

「
２
０
２
６
年
度
診
療
報
酬
改
定

対
策
の
取
り
組
み
／
日
常
診
療
経

験
交
流
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
」

伏
期
間
の
平
均
は
約
40
年
と
さ
れ

る
。
２
０
３
５
年
頃
に
被
害
者
の

増
加
が
危
惧
さ
れ
る
が
、
国
や
自

治
体
、
メ
デ
ィ
ア
は
沈
黙
を
続
け

て
い
る
。
情
報
発
信
が
重
要
で
、

協
会
で
は
注
意
喚
起
の
ポ
ス
タ
ー

を
作
成
し
た
。

　

３
月
に
は
、
京
都
大
学
の
小
泉

昭
夫
名
誉
教
授
を
お
招
き
し
、

「
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
（
有
機
フ
ッ
素
化
合

物
）」
問
題
学
習
会
を
開
催
し
た
。

　

昨
年
の
診
療
報
酬
改
定
ほ
ど
歯

科
医
療
の
現
場
を
反
映
し
て
い
な

い
改
定
は
な
い
。
問
題
点
は
、
①

医
療
保
険
に
な
じ
ま
な
い
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
評
価
料
の
導
入
、
届
け
出

の
煩
雑
さ
と
人
件
費
の
高
騰
、
②

歯
科
医
師
の
訪
問
診
療
料
や
歯
科

衛
生
士
の
訪
問
歯
科
衛
生
指
導
料

引
き
下
げ
、
③
ク
ラ
ウ
ン
・
ブ
リ

ッ
ジ
維
持
管
理
料
の
部
分
的
撤
廃

だ
。

　

必
要
な
の
は
、
保
険
点
数
自
体

を
10
％
以
上
大
幅
に
引
き
上
げ
る

こ
と
と
一
部
負
担
金
の
引
き
下
げ

だ
。
さ
ら
に
、「
ゼ
ロ
の
会
」
が

提
唱
す
る
よ
う
に
負
担
金
が
ゼ
ロ

と
な
れ
ば
、
経
済
的
理
由
に
よ
る

受
診
控
え
も
解
消
さ
れ
る
。

　

歯
科
技
工
士
の
所
得
問
題
解
決

に
は
、
保
団
連
・
協
会
が
掲
げ
る

歯
科
医
療
費
総
枠
拡
大
が
あ
る

が
、
実
現
に
は
費
用
が
３
０
０
０

〜
５
０
０
０
億
円
、
期
間
が
20
年

か
か
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
間

に
技
工
士
が
い
な
く
な
る
懸
念
が

あ
る
。
さ
ら
に
、
実
現
し
て
も
患

者
の
窓
口
負
担
が
増
す
た
め
、
負

担
軽
減
も
同
時
に
求
め
ら
れ
る
。

　

歯
科
部
会
で
は
、
所
得
補
填
制

度
に
つ
い
て
も
議
論
中
だ
。
１
０

０
０
億
円
で
実
現
可
能
で
、
一
人

当
た
り
月
20
万
円
で
あ
る
。
解
決

策
と
し
て
採
用
し
て
ほ
し
い
。

　

歯
科
部
会
は
「
保
険
で
よ
り
良

い
歯
科
医
療
を
」
兵
庫
連
絡
会
に

参
加
し
、
署
名
活
動
や
市
民
学
習

会
を
通
じ
て
歯
科
医
療
の
充
実
を

訴
え
て
い
る
。
署
名
は
窓
口
負
担

引
き
下
げ
と
保
険
給
付
範
囲
拡

大
、
歯
科
医
療
費
の
総
枠
拡
大
を

求
め
、
６
月
に
国
会
に
提
出
予
定

だ
。
参
院
選
で
は
財
源
が
争
点
に

な
る
だ
ろ
う
。

　

２
月
の
「
歯
科
技
工
の
危
機
を

乗
り
越
え
よ
う
！　

ホ
ン
ネ
で
語

る
夕
べ
」
で
は
、
歯
科
医
師
と
歯

科
技
工
士
が
ア
ピ
ー
ル
「
国
民
の

口
腔
の
健
康
を
守
る
た
め
、
歯
科

医
療
費
の
総
枠
拡
大
と
歯
科
技
工

取
引
ル
ー
ル
確
立
を
」
を
確
認
し

た
。
活
動
は
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

今
後
も
医
科
と
連
携
を
深
め
、

運
動
を
広
げ
て
い
く
。

【
文
書
発
言
】

医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
に
つ
い
て
、
島
津

先
生
の
以
前
か
ら
の
ご
批
判
は
的

を
射
て
お
り
、
さ
ら
に
声
を
上
げ

て
い
き
た
い
。
ま
た
、「
貧
困
と

格
差
の
解
消
」
の
た
め
に
私
た
ち

は
現
物
給
付
の
充
実
、
特
に
窓
口

負
担
ゼ
ロ
の
実
現
を
重
要
課
題
と

位
置
づ
け
、「
ゼ
ロ
の
会
」
運
動

に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
」

等
、
実
態
と
大
き
く
か
け
離
れ
た

今
回
の
改
定
に
つ
い
て
の
川
村
先

生
の
ご
発
言
は
、
現
場
の
多
く
の

声
を
代
弁
し
て
い
る
。

　

大
野
先
生
の
ご
報
告
に
あ
っ
た

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
」
連
絡

会
は
、
医
療
現
場
と
住
民
を
つ
な

ぐ
実
践
の
場
と
し
て
大
事
な
取
り

組
み
だ
。
歯
科
医
師
と
技
工
士
、

衛
生
士
、
歯
科
助
手
な
ど
の
医
療

従
事
者
、
そ
し
て
患
者
さ
ん
が
分

断
さ
れ
な
い
よ
う
注
意
し
、
医
科

・
歯
科
で
連
携
し
て
、
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
い
く
。

　

医
療
の
財
源
は
、
税
金
、
社
会

保
険
料
、
個
人
負
担
だ
。
ま
ず

「
窓
口
負
担
ゼ
ロ
」
を
目
指
す
の

が
私
た
ち
の
基
本
的
な
考
え
方

で
、
残
り
の
社
会
保
険
料
と
公
費

に
関
し
て
は
、
所
得
再
分
配
機
能

の
考
え
方
か
ら
も
、
や
は
り
公
的

財
源
を
主
張
し
た
い
。

　

木
原
先
生
の
ご
紹
介
通
り
、
参

議
院
選
を
前
に
、
政
策
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
発
行
す
る
。
お
読
み
い
た

だ
き
、
患
者
さ
ん
に
も
紹
介
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

上
田
先
生
の
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題

へ
の
粘
り
強
い
取
り
組
み
に
対

し
、
心
よ
り
敬
意
を
表
す
る
。
水

間
先
生
が
紹
介
さ
れ
た
、
ガ
ザ
の

医
療
従
事
者
の
解
放
を
求
め
る
緊

急
行
動
は
、
国
際
的
な
活
動
で
あ

り
、
医
療
団
体
と
し
て
の
責
任
あ

る
姿
勢
を
示
す
も
の
だ
っ
た
。

　

小
寺
先
生
の
ご
発
言
に
関
し

て
、
政
策
の
背
景
に
あ
る
権
力
構

造
に
目
を
向
け
る
こ
と
が
極
め
て

重
要
だ
。

第
１
０
５
回　

兵
庫
県
保
険
医
協
会
評
議
員
会
決
議

第
１
０
５
回　

兵
庫
県
保
険
医
協
会
評
議
員
会
決
議

　

現
在
、
医
療
機
関
は
、
物
価
高
騰
お
よ
び
賃
上
げ
圧
力
に
よ
る
経
費
増
に
加
え
、
長
年
据
え
置
か
れ
て
き

た
低
水
準
の
診
療
報
酬
に
よ
り
、
か
つ
て
な
い
深
刻
な
経
営
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。
民
間
・
公
的
を
問
わ

ず
、
多
く
の
病
院
で
休
床
や
病
床
削
減
が
相
次
ぎ
、
医
科
・
歯
科
診
療
所
に
お
い
て
も
廃
業
・
休
業
が
後
を

絶
た
な
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
国
民
が
必
要
と
す
る
医
療
の
提
供
が
著
し
く
困
難
と
な
り
、
地
域
医
療
の
崩

壊
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
る
。
医
療
提
供
体
制
の
維
持
に
は
、
経
費
増
に
見
合
っ
た
診
療
報
酬
の
抜
本
的
な
引

き
上
げ
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

物
価
高
は
医
療
機
関
だ
け
で
な
く
、
国
民
の
暮
ら
し
全
体
を
圧
迫
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
社
会
経
済
的
不

安
は
、
先
の
総
選
挙
に
お
い
て
国
民
の
政
治
的
判
断
に
如
実
に
現
れ
、
自
公
政
権
に
は
厳
し
い
審
判
が
下
さ

れ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
協
会
・
保
団
連
の
長
年
の
運
動
に
世
論
が
呼
応
し
、
政
府
が
進
め
よ
う
と
し
て

い
た
高
額
療
養
費
制
度
の
上
限
額
引
き
上
げ
の
凍
結
、
な
ら
び
に
75
歳
以
上
の
高
齢
者
へ
の
資
格
確
認
書
の

無
条
件
交
付
な
ど
、
重
要
な
成
果
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
野
党
で
あ
る
日
本
維
新
の
会
は
、
自
公
政
権
と
歩
調
を
合
わ
せ
、
さ
ら
な
る
医
療
費
自

己
負
担
増
を
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
国
民
民
主
党
は
、
自
公
政
権
下
で
長
年
続
い
て
き
た
企
業

・
団
体
献
金
に
依
存
し
た
金
権
政
治
の
構
造
を
温
存
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。
来
た
る
参
議
院

選
挙
で
は
、
自
公
政
権
に
よ
る
医
療
・
社
会
保
障
切
り
捨
て
路
線
を
転
換
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
こ
う
し
た

構
造
的
問
題
に
真
正
面
か
ら
向
き
合
わ
な
い
一
部
野
党
に
対
し
て
も
、
明
確
な
審
判
を
下
す
必
要
が
あ
る
。

　

今
年
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
30
年
の
節
目
に
あ
た
る
。
同
震
災
が
私
た
ち
に
残
し
た
最
大
の
教
訓

は
、
平
時
に
存
在
す
る
格
差
や
貧
困
が
、
災
害
に
よ
っ
て
さ
ら
に
深
刻
化
す
る
と
い
う
現
実
で
あ
る
。
だ
か

ら
こ
そ
、
災
害
発
生
前
に
こ
そ
、
社
会
保
障
を
充
実
さ
せ
、
格
差
と
貧
困
の
是
正
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
政
府
の
低
医
療
費
政
策
は
こ
の
教
訓
に
背
を
向
け
て
お
り
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
危

険
性
が
高
ま
る
今
こ
そ
、
社
会
保
障
の
強
化
を
災
害
対
策
の
柱
と
位
置
づ
け
る
べ
き
で
あ
る
。

　

国
際
情
勢
に
目
を
転
じ
れ
ば
、
ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
の
復
権
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
は
同
盟
国
に
対
し
、

軍
事
的
負
担
の
さ
ら
な
る
肩
代
わ
り
を
迫
っ
て
い
る
。
日
本
に
対
し
て
も
、
防
衛
費
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
３
％
に
ま

で
引
き
上
げ
る
よ
う
圧
力
が
強
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
石
破
政
権
は
日
米
首
脳
会
談
の
共
同
声
明
に

お
い
て
「
２
０
２
７
年
度
以
降
も
防
衛
力
を
抜
本
的
に
強
化
す
る
」
と
約
束
し
、
従
来
の
自
公
政
権
と
同

様
、
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
戦
略
に
追
随
す
る
姿
勢
を
鮮
明
に
し
て
い
る
。

　

今
年
は
、
被
爆
・
戦
後
80
年
、
そ
し
て
非
核
「
神
戸
方
式
」
制
定
か
ら
50
年
と
い
う
、
平
和
国
家
と
し
て

の
日
本
に
と
っ
て
重
要
な
節
目
で
も
あ
る
。
日
本
国
憲
法
は
そ
の
前
文
に
お
い
て
、「
政
府
の
行
為
に
よ
っ

て
再
び
戦
争
の
惨
禍
が
起
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
」
と
高
ら
か
に
謳
っ
て
い
る
。
日
本
は
唯
一
の
戦
争

被
爆
国
と
し
て
、
核
廃
絶
を
求
め
る
国
際
世
論
と
連
帯
し
、
そ
の
運
動
の
先
頭
に
立
つ
責
務
が
あ
る
。
ア
メ

リ
カ
追
随
の
軍
事
大
国
化
路
線
を
転
換
し
、
憲
法
の
平
和
理
念
を
今
こ
そ
実
践
す
べ
き
時
で
あ
る
。

　

軍
事
費
の
異
常
な
拡
大
は
、
限
ら
れ
た
国
家
財
政
の
中
で
、
医
療
・
福
祉
・
教
育
と
い
っ
た
社
会
保
障
費

の
抑
制
に
直
結
す
る
。
結
果
と
し
て
、
国
民
の
暮
ら
し
、
健
康
、
そ
し
て
命
そ
の
も
の
が
脅
か
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。

　

私
た
ち
は
、
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
医
師
・
歯
科
医
師
と
し
て
、
日
本
の
さ
ら
な
る
軍
事
大
国
化
を
断
じ

て
許
さ
ず
、
社
会
保
障
の
充
実
を
通
じ
て
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
豊
か
で
平
和
な
社
会
を
実
現
す
る

た
め
、
全
力
で
奮
闘
す
る
決
意
で
あ
る
。

我
々
の
要
求
（
個
別
要
求
は
掲
載
省
略
）

　

・
低
医
療
費
政
策
を
転
換
し
、
社
会
保
障
の
充
実
を

　

・
消
費
税
の
減
税
を

　

・
災
害
対
策
の
充
実
を

　

・
環
境
公
害
対
策
の
充
実
を

　

・
利
権
政
治
の
一
掃
を

　

・
日
本
の
独
立
と
平
和
外
交
を

　

・
立
憲
主
義
の
堅
持
を
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自家歯牙移植の基礎と臨床
～インプラントと自家歯牙移植の棲み分け～

インプラントに対する
自家歯牙移植の特徴
　近年、自家歯牙移植が再び注目を
集めている。とくにヨーロッパでは
臨床的にも積極的に取り入れられて
おり、多くの臨床研究が報告されて
いる。高い成功率が報告されてお
り、従来のインプラント治療と並ぶ
欠損補綴の選択肢として再評価され
つつある。
　自家歯牙移植は、主に１歯の欠損
に対する治療として行われ、インプ
ラント治療と比較されることが多
い。適応に関して、インプラント治
療は成長期の患者に対しては位置異
常のリスクがあるため、原則として
成長終了後に行うべきとされてき
た。しかし、最近の報告では、成長
終了後であっても経年的な顎骨の変
化により、インプラントの位置異常
が生じることが分かってきている。
たとえば臼歯部では、加齢とともに
コンタクトの喪失などが起こり、あ
るメタアナリシスでは約41％の症例
でこの現象が認められた１）。一方、
自家歯牙移植では歯根膜が存在する
ため、周囲の骨と自然な形で適応
し、こうした位置異常は生じにく
い。
　また、大きな骨欠損を伴う部位に
対しても、自家歯牙移植では骨造成
を必要としない。これは、歯根膜が
移植後の骨再生を促す役割を果たす
ためであり、骨造成を行わずに自然
な組織再生が期待できる点で大きな
利点である。さらに、インプラント
ではインプラント周囲炎のリスクが
常に存在するのに対し、自家歯牙移
植ではこのような特有のリスクが存
在しないことも、大きな強みとして
挙げられる（図１）。
　成功率に関しては、10年間の残存
率がインプラントで約96.4％２）、自
家歯牙移植で94.6％３）（図２）とさ
れており、両者に大きな差はないと
される。異なる研究間での単純比較
には注意が必要であるが、サバイバ
ルレートという観点では、同程度と
見なすことができる。その上で、イ
ンプラント特有のリスクが存在しな
いという点で、自家歯牙移植への関

心が高まっている。

歯根膜と歯髄の治癒
　自家歯牙移植の成功には、歯根膜
と歯髄の治癒に関する理解が不可欠
である。歯根膜が正常に治癒しない
場合、炎症性吸収と置換性吸収（ア
ンキローシス）が問題となる。炎症
性吸収は、歯髄壊死と歯根膜の損傷
が合併した場合に生じやすく、移植
後３カ月以内に起こることが多いた
め、この期間のエックス線によるフ
ォローアップが極めて重要である。
対して、置換性吸収には現在有効な
治療法が存在せず、経過観察しか手
段がない。特に年齢が若いほど進行
が早いため、若年者で生じた場合に
は、早期に抜去や補綴的対応などを
検討する必要がある。
　歯根膜のダメージを防ぐために
は、移植操作をできるだけ迅速に行
うことが必要であり、１分でも早い
移植が望ましい。ドナー歯の一時的
保存が必要な場合には、保存液とし
て牛乳が適していると私たちは考え
ている。
　歯髄の治癒は、歯根が未完成の歯
において期待でき、特に歯冠歯根比
が１：１～１：1.5程度のタイミン
グが、治癒と予後の両面からみて適
切な時期とされている。
　術式としては、即日移植と、抜歯
後に数週間受容部の治癒を待ってか
ら行う遅延型移植がある。ドナー歯
が小さい場合は、即日移植では適合
が得られにくく、失敗のリスクが高
まるため、遅延型移植が適している
とされる（図３）。さらに近年で
は、３Ｄプリンターでドナー歯のレ
プリカを作成し、事前に受容窩を形
成することで、術者依存性（テクニ
ックセンシティビティ）を軽減し、
口腔外の時間をほぼゼロにする方法
も登場しており、成功率の向上が期
待されている。
　なお、歯根完成歯における無歯顎
堤への自家歯牙移植については、筆
者らは成功率が低いため推奨してい
ない。

適切な症例選択
　成功率を高めるには、症例選択が

な治療法となり得る。より詳しい内
容については、参考文献４を参照さ
れたい。

参考文献
１）Prevalence of proximal contact 
loss between implant-supported 
prostheses and adjacent natural 
teeth: A systematic review and 
meta-analysis. Victor Augusto Alves 
Bento et al. J Prosthet Dent. 2023 
Mar;129（３）:404-412．
２）Long-term（10-year）dental 

implant survival : A systematic 
review and sensitivity meta-analysis. 
Mark-Steven Howe et al. J Dent. 
2019 May:84:9-21．
３ ） Lon g - t e rm o u t c om e s o f 
autotransplantation of teeth: A case 
series. Mitsuhiro Tsukiboshi et al. 
Dent Traumatol. 2019 Dec;35（６）
:358-367．
４）自家歯牙移植＜増補新版＞. 月
星光博【著】． 2014年05月10日．ク
インテッセンス出版株式会社
（５月11日、歯科定例研究会より）

極めて重要であ
る。とくに以下
の条件が、成功
の可否や予知性
に大きく関与す
るとされてい
る：
・ いかなるとき
でも、健全な
歯根膜は成功
のための必須
条件である。
・ 患者の年齢が
低いほど、成
功率は高いと
考えられる。
・ 歯根の形態が
単純なほど、
予知性は高い
と考えられ
る。
・ 抜歯窩への移
植は、非抜歯
窩への移植よ
り無難である
と考えられ
る。
・ 40歳以上の患
者の非抜歯窩
への移植は、
適応症とは考
えにくい。
　このように、
自家歯牙移植は
確かな診断と適
切な症例選択、
そして高度な術
式の実施によっ
て、非常に有効

インプラントに対する自家歯牙移植の利点と欠点

・より早い治癒
・骨造成が不要
・審美性に優れる
・歯の移動が可能
・若年者に適している

患者総数：119人
移植時患者年齢：11～55歳（平均30.1歳）
観察期間：２～26年（平均10.2年）
移植歯数：129本
生存率：94.6％
成功率：85.3％
移植年齢30歳以下：成功率91.7％（移植歯数：60本）
移植年齢31歳以上：成功率79.7％（移植歯数：69本）
根未完成歯：成功率100％（移植歯数21本）

・適応症が限られる
・ テクニックセンシティ
ブ（術者の技術に依存）

利点 欠点

Long-term outcomes of autotransplantation of teeth: A case series.
Tsukiboshi M, et al. Dent Traumatol. 2019.
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春の共済募集好評受付中!春の共済募集好評受付中!
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保険に入ったから
整理がつかない

協会の共済は
ご加入内容をまとめて管理。
ワンストップサービスを

提供します。※サイバー保険もお問い合わせください！

非営利だから
コスパが秀逸

しっかり増やす貯蓄型保険

天災や水漏れ等による休業損害も安心

介護保険Sasa*L (ササエル)
保険料が断然安い

協 会の 共済制度
ドクターに最適を提供します

☎ 078-393-1805お問合わせは共済部まで協会の共済制度でドクターもスタッフも安心


